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る。」と述べている。また、韓国国立国語院のホームページ上の「우리말 바로 쓰기2(urimal 
baro sseugi)(韓国語の正しい使い方)」では「「의」の過剰使用は日本語の影響と見られる
とされ、「효과적인 읽기의 방법을 이야기해 보자.(hyogwajeogin ikgiui bangbeobeul 
iyagihae boja)(効果的な読書の方法を話してみよう)」より、「효과적으로 읽는 방법을 















































<図 1>韓日の左枝分かれ構文(left-branching constructions) 
 



















































Ｎ1 とＮ2 の意味関係に直接起因して「Ｎ1 のＮ2」と「Ｎ1 의Ｎ2」が対応せず翻訳された
用例と対応し翻訳された用例を比較し、その特徴を把握する。それによって、Ｎ1 とＮ2 の


















 本論文は、8 章で構成されている。 




 第 4 章では、「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳形式から「動詞化」を中心に分析を行う。























では、Ｎ1 が「物名詞」の場合について、「Ｎ1 のＮ2」と「Ｎ1 의Ｎ2」におけるＮ1 とＮ2 の
意味関係を分析する。6.5 では、本章で見られた結果をまとめて述べる。 
第 7 章では、「の」と「의」が 2 回以上現れる形式について分析する。7.1 では、本章で
扱うデータを量的に提示して、考察することについて述べる。7.2 では、日韓の原作での
対照を行い、共通のパターンについてどのような特徴が見られるかを述べる。7.3 では、「の」
と「의」が 2 回以上現れる形式の翻訳形式について考察する。7.4 では、「Ｎ1のＮ2のＮ3」







 第 8 章では、本研究の総合考察と今後の課題について述べる。  
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があるかについて述べる。次に 2.2 では、「動詞化」に関連する研究を見て、2.3 では助詞















































「NP1の NP2」という表現の典型は、修飾語 NP1が、主要語 NP2の限定詞もしくは付加詞に
なっており、NP1と NP2のあいだに、〈前者が後者と関係 R を有する〉と言う意味をもつケ
ースである。(北海道の俳優) 
(2)タイプ[B]：NP1デアル NP2 

















(5)タイプ[E]：行為名詞8句 NP2と項 NP1 

























                                                             
8 物理学の研究、この町の破壊、パスポートの紛失等の名詞句の主要語NP2のNはいずれも漢語
サ変動詞系名詞である。この種の名詞を「行為名詞」と呼んでいる。西山(2004:40)参照。 
9 話用論的な研究には정희정(Jeong Hui-jeong)(2000)等が挙げられる。 











の分布について検討を行っている。その樹形図(tree diagram)が<図 2>である。 
 
 
















                                                             
11 Chomsky(1965：82,83)に基づいて韓国語を分類している。 
      N2
N1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
① Ø Ø Ø ＋ ＋ ／ Ø ／




































                                                             
12 林仙雅(2014a:255)の一部を修正した。 
13 Ｎ1⑥－Ｎ2⑥の用例、「홍명희 역시 성종과 인수대비로부터 시작해 연산군의 폭정과 중종
 연간 조광조 일파에게 현아닥친 기묘사화 거쳐 명종조의 문정왕후와 그의 형제들인 윤원
로.(hongmyeonghui yeogsi seongjonggwa insudaebilobuteo sijaghae yeonsangunui pogjeo
nggwa jungjong yeongan jogwangjo ilpaege hyeonadagchin gimyosahwa geochyeo myeongjo







      N2
N1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
① 144 6 637 47 907 0 0 0 1,741
⑥ 80 0 521 17 497 2 1 0 1,118
① 96 3 418 38 653 68 0 0 1,276






 従来の日本語と韓国語の各々のＮ1 とＮ2 の意味関係を分析した結果を比べても日本語の
「社長の田中さん」のような、いわゆる「同格」の「の」が「의」には対応しない、韓国





















「の」の意味分類「国研」他 例(日本語) 例(韓国語) 「의」の意味分類「김승곤」他



































 <表 3>から、韓国語の 16 種は日本語の 25 種に全て意味的に対応すると見られる。一方、






























12 サ変動詞の語幹 散歩のとき △





































24 副詞＋の＋体言 さっそくのご返答 Χ










































Zero 化が可能な環境についてＮ1とＮ2が「所有主－被所有物の関係(例：아들 책상(adeul 
chaegsang)(息子の机))」、「全体－部分の関係(例：옷 단추(os danchu)(服のボタン))」、「親
族関係(例：주인 아들(juin adeul)（主人の息子))」を挙げている。이희자(Lee Hui-ja)
他(2010)は「의」は次の 3 つの場合には省略が可能で、それ以外はあまり省略されないと
している。即ち、「所有-被所有物の関係を表す場合(例:철수의 책（cheolsuui chaeg）
/철수( ∅ ) 책(cheolsu chaeg)(チョルスの本 ))」、「全体 -部分の関係を表す場合
(例:코끼리의 코（kokkiliui ko）/코끼리(∅) 코(kokkili ko)(像の鼻))」、「親族関係の関




































































































  第1の類型：「名詞＋의＋名詞」、第2の類型：「名詞＋ø＋名詞」、 












は第 1、2、3 類型の全体的な割合を提示してはいるが、第 3 の類型の下位のタイプの割合
を示してはいない。つまり、例文の 219 例がどのタイプに多く使用されているかの把握や
特徴をみることは出来ない。さらに、金恩愛(2009)が分類した第 3 の類型と金恩愛(2003)
が示した「動詞構造化」の 5 つの類型がどのような関係にあるかが示されていない。 
 
 
2.3「の」と「의」が 2 回以上現れる形式の研究 
 






回、3 回連続に現れてもおかしくない」と述べている。「고향의 봄의 추억의 거리… 




























見られる。この 2 種のタイプを参考にし、本研究のデータでも表れるか見てみる。 
 次に、助詞「の」と「의」が 2 回以上現れる形式において「の」と「의」がいくつまで
現れるかを調査したものを紹介する。 
 





韓国語 日本語 韓国語 日本語
形態素 101,548 93,636 24,257,961 972,894
全体の冠形格 1,795 4,079 538,714 53,241
2回 44 225 10,122 2,139
3回 0 14 273 73








최재웅(Choe Jae-ung)他(2012)は韓国国立国語院が提供している「21세기 세종계획 
(21st Century Sejong Project)」で構築されたコーパス 2 種24と「Kyoto University Text 
Corpus 4.0」25を用いて、「の」と「의」が 2 回以上現れる形式を提示している。それを筆
者がまとめたのが<表 4>である。まず、「韓日並列コーパス」から、「의」が 2 回現れる形
式が 44 例、「の」が 2 回現れる形式が 225 例、3 回現れる形式が 14 例、4 回現れる形式が
1 例見つかった。また、「韓日並列コーパス」より規模が大きい「Sejong」と「Kyoto」で
は、「Sejong」から、「의」が 2 回現れる形式が 10,122 例、3 回現れる形式が 273 例、4 回
現れる形式が 18 例見つかった。また、「Kyoto」から、「の」が 2 回現れる形式が 2,139 例、
3 回現れる形式が 73 例、4 回現れる形式が 3 例見つかっている。ここで、注目すべき点は
日常会話では 3 回以上使わないことが望ましいと言われていた「의」が「Sejong」では 3
回現れる形式が 273 例、4 回現れる形式が 18 例見つかったことである。최재웅他(2012)は
このことから「의」が 2 回以上現れる形式が言語の中では通用されていることがわかった
と述べている。최재웅他(2012)の「Sejong」と「Kyoto」の全体の冠形格から「의」と「の」





全体の冠形格から「의」と「の」が 2 回現れた形式は各 1.88%、4.02%である。全体の冠
形格から「의」と「の」が 3 回現れた形式は各 0.05%、0.14%である。全体の冠形格から「의」







                                                             
24 韓国のコーパス(말뭉치)は国立国語院(2007)が構築した「21세기 세종계획 
(21st Century Sejong Project)」(http://www.sejong.or.kr/)が代表的である。その中で、
최재웅他(2012)は「세종 의미분석 말뭉치(Sejong意味分析コーパス)」と「한일병렬말뭉치 
(韓日並列コーパス)」のコーパス2種を分析している。 
25 최재웅(Choe Jae-ung)他(2012)は「Kyoto」と表記している。また、「Sejong意味分析コーパ



















































































































(한국국립국어원)の「21세기 세종계획(21st Century Sejong Project)」による「韓日並
列コーパス(한일병렬말뭉치)」27がある。だが、文学作品(小説)の入力情報を見ると日本
                                                             






































31 李在鎬(Lee Jae-ho)他(2012:68)参考。 
32 李在鎬(Lee Jae-ho)他(2012:74-75)では、著作権について「無断で他人のもののコピーを作
り、それを著作権者の許可なく、第三者に渡してはいけない」と述べられている。 


































양억관역『색채가 없는 다자키 쓰쿠루와 




























































                                                             
35 日本語は「読ん de!!ココ Ver.13」AIsoft の OCR ソフトと「読取革命 Ver.15」Panasonic の
































類 延べ 異なり 
体 64,457 56,131 
用 21,605 16,704 
相 8,879 7,357 
その他 870 789 








本研究では、「１体の類(名詞)」の下位分類を小数点 2 ケタまで、計 43 項目に分類した










項目 例 項目 例 
1.10 事柄 こそあど、真位等 1.20 人間 人称代名詞、男女等 
1.11 類 関係、因果、理由等 1.21 家族 家族、親戚等 
1.12 存在 存在、出没、発生等 1.22 仲間 友達等 
1.13 様相 調子、姿、特徴等 1.23 人物 人の固有名詞等 
28 
 
1.14 力 力、圧力、権力等 1.24 成員 職業等 
1.15 作用 変化、開始、動き等 1.25 公私 家、国、固有地名等 
1.16 時間 時代、季節等 1.26 社会 社会、学校、店等 
1.17 空間 空間、場所、方向等 1.27 機関 機関、団体、議会等 
1.18 形 形、模様等  
1.19 量 値、長短、寒暖等 
人間活動－精神および行為 生産物および用具 
項目 例 項目 例 
1.30 心 感情、思考、見聞き等 1.40 物品 物品、持ち物、荷等 
1.31 言語 言葉、談話、読み書き等 1.41 資材 資材、紙、燃料等 
1.32 芸術 美術、音楽、映画等 1.42 衣料 衣服、寝具、履き物等 
1.33 生活 文化、人生、冠婚等 1.43 食料 食料、薬品、化粧品等 
1.34 行為 才能、活動、犯罪等 1.44 住居 部屋、戸、家具等 
1.35交わり 約束、参加、競争等 1.45 道具 道具、食器、楽器等 
1.36 待遇 教育、請求、命令等 1.46 機械 電気器具、乗り物等 








1.50 自然 光、色、におい、味等 
1.51 物質 空気、気象、天気等 
1.52 天地 空、地、川、海、島等 
1.53 生物 生物、性等 
1.54 植物 植物、枝、葉、花等 
1.55 動物 動物、哺乳類、鳥類等 
1.56 身体 身体の各名称、内臓等 
















의＋名詞」が 3,329 例、36.79%で 1、2 位である。これらは「Ｎ1のＮ2」のＮ1とＮ2が韓国
語に並行して翻訳されているので対応し翻訳されていると言えるだろう。つまり、「Ｎ1 の
Ｎ2」の約 8 割が対応した翻訳となっていることが確認できた。 
3 位は「名詞」翻訳形式である。486 例、5.37%で「Ｎ1のＮ2」のどちらかの名詞が文脈




5 位は「動詞化」翻訳形式で 366 例、4.05%見られ、「Ｎ1 のＮ2」の翻訳において動詞を
用いて翻訳されたものである。6 位は日本語の「Ｎ1のＮ2」が韓国語ではＮ1とＮ2が複合し








翻訳形式 翻訳数 翻訳率 翻訳形式 翻訳数 翻訳率
1 名詞＋名詞 3,801 42.01% 名詞＋の＋名詞 4,287 70.42%
2 名詞＋의(ui)＋名詞 3,329 36.79% 意訳 625 10.27%
3 名詞 486 5.37% 名詞 478 7.85%
4 意訳 451 4.98% 内容省略 300 4.93%
5 動詞 366 4.05% 動詞 129 2.12%
6 複合名詞 246 2.72% 文の組み変え 126 2.07%
7 文の組み変え 99 1.09% 名詞＋の以外の助詞＋名詞 54 0.89%
8 名詞＋인(in)＋名詞 79 0.87% 名詞＋名詞 42 0.69%
9 名詞＋의(ui)以外の助詞＋名詞 67 0.74% 形容詞 24 0.39%
10 内容省略 66 0.73% 名詞＋の＋名詞＋の＋名詞 23 0.38%















も扱われているものである。9 位は「名詞＋의(ui)以外の助詞＋名詞」翻訳形式で 67 例、
0.74%見られた。10 位は「内容省略」で韓国語の対訳本で該当する内容が省略されていた




出現率が 1 位である。2 位は「意訳」で 625 例、10.27%であった。3 位は「名詞」翻訳形式
で 478 例、7.85%見られ、韓国語の「Ｎ1의Ｎ2」の名詞 1 つのみが翻訳されたものである。
4 位は「内容省略」で日本語の対訳本で該当する内容が省略されていたものである。5 位は
「動詞化」翻訳形式が 129 例、2.12%で韓国語の「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳において動詞を用いて
翻訳されたものである。6 位は「文の組み替え」翻訳形式で 126 例、2.07%見られ、これも
日本語の「Ｎ1 のＮ2」の翻訳形式と同様に、韓国語の「Ｎ1 의Ｎ2」が含まれた文の構成が
組み替えられて翻訳されたものである。7 位は「名詞＋の以外の助詞＋名詞」翻訳形式で
54 例、0.89%見られた。8 位は「名詞＋名詞」翻訳形式で 42 例、0.69%見られた。9 位は「形
容詞」翻訳形式で 24 例、0.39%見られ、これは 5 位の「動詞」翻訳形式と同様に「Ｎ1의 
Ｎ2」の翻訳において形容詞を用いて翻訳されたものである。10 位は「名詞＋の＋名詞＋
の＋名詞」翻訳形式で 23 例、0.38%であった。 
以上の「Ｎ1 のＮ2」と「Ｎ1 의Ｎ2」の翻訳形式で実際のところ扱えないものがある。そ




式「名詞＋の＋名詞」の出現率を比較すると 2 位の「名詞＋의＋名詞」翻訳形式が 36.79%、
1 位の「名詞＋の＋名詞」翻訳形式が 70.42%である。このように翻訳率に差が見られた。
しかし、「Ｎ1 のＮ2」の翻訳形式の第 1 位「名詞＋名詞」をあわせると、「Ｎ1 のＮ2」に対
                                                             
38 「文の組み替え」の翻訳形式の例 
a. 興奮のせいなのか警部の発言は支離滅裂だ。(謎解きp.193)  



























 3.5 で見た「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳形式「動詞化」は次のような結果であった。 
「Ｎ1のＮ2」では全体 9,048 例の内 366 例、即ち、4.05%が「動詞化」されていた。「Ｎ1의





















                                                             
39 第4章は林仙雅(2013)の研究を基にデータを加算し、補完したものである。 
動詞化タイプ 使用数 使用率 動詞化タイプ 使用数 使用率
1 名詞＋에(e)＋動詞＋名詞 82 22.40% 名詞＋が＋動詞 22 17.05%
2 名詞＋가/이(ga/i)＋動詞＋名詞 64 17.49% 名詞＋に＋動詞 17 13.18%
3 名詞＋을/를(eul/reul)＋動詞＋名詞 56 15.30% 名詞＋の＋動詞＋名詞 15 11.63%
4 動詞＋名詞 49 13.39% 名詞＋に＋動詞＋名詞 14 10.85%
5 名詞＋動詞＋名詞 32 8.74% 名詞＋の＋動詞 11 8.53%
6 名詞＋을/를(eul/reul)＋動詞 15 4.10% 動詞＋名詞 10 7.75%
7 名詞＋에서(eseo)＋動詞＋名詞 10 2.73% 名詞＋を＋動詞＋名詞 9 6.98%
8 名詞＋으로(eulo)＋動詞＋名詞 10 2.73% 名詞＋を＋動詞 5 3.88%

















10 名詞＋로(ro)＋動詞＋名詞 6 1.64% 名詞＋が＋名詞＋を＋動詞 4 3.10%
11 副詞＋動詞＋名詞 5 1.37% 名詞＋が＋動詞＋名詞 2 1.55%
12 名詞＋의(ui)＋動詞＋名詞 4 1.09% 名詞＋は＋動詞 2 1.55%
13 名詞＋은/는(eun/neun)＋動詞 2 0.55% その他 14 10.85%
14 その他 23 6.28% 合計 129 100%
合計 366 100%
動詞 使用数 使用率 動詞 使用数 使用率
1 하다(hada)(する) 91 24.86% 1 言う 27 20.93%
2 있다(issda)(ある/いる) 56 15.30% 2 する 18 13.95%
3 오다(oda)(来る) 12 3.28% 3 ある 6 4.65%
4 되다(doeda)(なる) 11 3.01% 4 愛する 3 2.33%
5 보다(boda)(見る) 8 2.19% 5 いる 3 2.33%
6 만들다(mandeulda)(作る) 7 1.91% 6 書く 3 2.33%
7 먹다(meogda)(食べる) 7 1.91% 7 行く 2 1.55%
8 깔다(kkalda)(敷く) 6 1.64% 8 聞く 2 1.55%
9 나오다(naoda)(出る) 5 1.37% 9 責める 2 1.55%
10 이다(ida)(ある) 5 1.37% 10 話す 2 1.55%
11 살다(salda)(生きる) 5 1.37% 11 よる 2 1.55%
12 끝나다(kkeutnada)(終わる) 4 1.09% 12 あげる 1 0.78%
13 사다(sada)(買う) 4 1.09% 13 あたる 1 0.78%
14 앉다(anjda)(座る) 4 1.09% 14 あやす 1 0.78%
15 입다(ibda)(着る) 4 1.09% 15 言い張る 1 0.78%
16 걸다(geolda)(掛ける) 3 0.82% 16 行き着く 1 0.78%
17 놓다(nohda)(放す) 3 0.82% 17 勇ましい 1 0.78%
18 달다(dalda)(付ける) 3 0.82% 18 歌う 1 0.78%
19 담다(damda)(入れる) 3 0.82% 19 訴える 1 0.78%
20 대하다(daehada)(対する) 3 0.82% 20 奪う 1 0.78%
21 들다(deulda)(上げる) 3 0.82% 21 生む 1 0.78%
22 들어오다(deuleooda)(入る) 3 0.82% 22 恨む 1 0.78%
23 만나다(mannada)(会う) 3 0.82% 23 得る 1 0.78%
24 받다(badda)(受ける) 3 0.82% 24 犯す 1 0.78%
25 붙다(butda)(付く) 3 0.82% 25 怒る 1 0.78%
26 쉬다(swida)(休む) 3 0.82% 26 押さえる 1 0.78%
27 시키다(sikida)(やらす) 3 0.82% 27 思う 1 0.78%
28 짓다(jisda)(作る) 3 0.82% 28 終わる 1 0.78%
29 치다(chida)(打つ) 3 0.82% 29 掛ける 1 0.78%








31 피다(pida)(吸う) 3 0.82% 31 考える 1 0.78%
32 쓰다(sseuda)(書く) 2 0.55% 32 感じる 1 0.78%
33 가지다(gajida)(持つ) 2 0.55% 33 悔い改める 1 0.78%
34 관하다(gwanhada)(関する) 2 0.55% 34 下す 1 0.78%
35 그리다(geulida)(描く) 2 0.55% 35 配る 1 0.78%
36 나가다(nagada)(出る) 2 0.55% 36 けしかける 1 0.78%
37 나다(nada)(起きる) 2 0.55% 37 ごねる 1 0.78%
38 뜻하다(tteushada)(志す) 2 0.55% 38 懲らしめる 1 0.78%




2 0.55% 40 誘う 1 0.78%
41 심다(simda)(植える) 2 0.55% 41 死ぬ 1 0.78%
42 자라다(jalada)(育つ) 2 0.55% 42 勧める 1 0.78%
43 주다(juda)(あげる) 2 0.55% 43 住む 1 0.78%
44 지다(jida)(負ける) 2 0.55% 44 棲む 1 0.78%




2 0.55% 46 ちがう 1 0.78%




2 0.55% 48 つかさどる 1 0.78%
49 쓰다(sseuda)(かぶる) 1 0.27% 49 付く 1 0.78%




1 0.27% 51 つのる 1 0.78%
52 걷다(geodda)(歩く) 1 0.27% 52 出る 1 0.78%




1 0.27% 54 泣く 1 0.78%
55 구하다(guhada)(救う) 1 0.27% 55 亡くなる 1 0.78%





1 0.27% 57 似合う 1 0.78%
58 끼다(kkida)(はさむ) 1 0.27% 58 逃れる 1 0.78%
59 끼치다(kkichida)(及ぼす) 1 0.27% 59 残る 1 0.78%
60 널다(neolda)(干す) 1 0.27% 60 述べる 1 0.78%
61 넣다(neohda)(入れる) 1 0.27% 61 働く 1 0.78%
62 다니다(danida)(通う) 1 0.27% 62 発する 1 0.78%
63 데우다(deuda)(温める) 1 0.27% 63 光る 1 0.78%
64 돌다(dolda)(回る) 1 0.27% 64 振る 1 0.78%




1 0.27% 66 ほめる 1 0.78%
67 떠나다(tteonada)(去る) 1 0.27% 67 見る 1 0.78%
68 띄다(ttuida)(目につく) 1 0.27% 68 迎える 1 0.78%








1 0.27% 合計 129 100%
72 모르다(moleuda)(知る) 1 0.27%
73 모으다(moeuda)(集める) 1 0.27%
74 바라다(balada)(願う) 1 0.27%























78 베다(beda)(切る) 1 0.27%










83 생기다(saenggida)(生ずる) 1 0.27%
84 서다(seoda)(立つ) 1 0.27%
85 속하다(soghada)(属する) 1 0.27%
86 싣다(sidda)(積む) 1 0.27%
87 쌓다(ssahda)(重ねる) 1 0.27%
88 외치다(oechida)(叫ぶ) 1 0.27%














94 정하다(jeonghada)(決める) 1 0.27%
95 죽다(jugda)(死ぬ) 1 0.27%
96 지나다(jinada)(過ぎる) 1 0.27%
97 지르다(jileuda)(突く) 1 0.27%













102 화내다(hwanaeda)(怒る) 1 0.27%









「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 24.86%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 13.95% 
 
②「있다(ある/いる)」「ある/いる」 
「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 15.30%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 6.98%(4.65%＋2.33%) 
 
③「되다(なる)」「なる」 
「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 3.01%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 0.78% 
 
④「보다(見る)」「見る」 
「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 2.19%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 0.78% 
 
⑤「나오다(出る)」「出る」 
「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 1.37%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 0.78% 
 
⑥「끝나다(終わる)」「終わる」 
「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 1.09%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 0.78% 
 
⑦「붙다(付く)」「付く」 
「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 0.82%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 0.78% 
 
⑧「쓰다(書く)」「書く」 
「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 0.55%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 2.33% 
 
⑨「가다(行く)」「行く」 
「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)は 0.27%、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は 1.55% 
 
⑩「죽다(死ぬ)」「死ぬ」 







































名詞＋가/이＋動詞＋名詞 64 17.49% 名詞＋が＋動詞＋名詞 2 1.55%
名詞＋가/이＋動詞 8 2.19% 名詞＋が＋動詞 22 17.05%
名詞＋の＋動詞＋名詞 15 11.63%
名詞＋の＋動詞 11 8.53%
名詞＋을/를＋動詞＋名詞 56 15.30% 名詞＋を＋動詞＋名詞 9 6.98%
名詞＋을/를＋動詞 15 4.10% 名詞＋を＋動詞 5 3.88%
5 動詞＋名詞 49 13.39% 動詞＋名詞 10 7.75%



























































る「ある」と「いる」が 16.13%と 6.45%の合計 22.58%の使用率であった。つまり、「Ｎ1
のＮ2」の翻訳(J→K)の方が「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)に比べて使用率が高い。 
                                                             
41 朴在權(Park Jae-gwon)(1997:50)参照。 
42 「名詞＋に＋動詞＋名詞」と「名詞＋に＋動詞」の両方のことである。 
動詞 使用数 使用率 動詞 使用数 使用率
있다(ある/いる) 44 53.66% ある 5 16.13%
앉다(座る) 4 4.88% する 3 9.68%
살다(住む) 3 3.66% 言う 2 6.45%
하다(する) 3 3.66% いる 2 6.45%
달다(付ける) 2 2.44% 泣く 2 6.45%
대하다(対する) 2 2.44% よる 2 6.45%
매달리다(ぶらさがる) 2 2.44% あたる 1 3.23%
오다(来る) 2 2.44% 行く 1 3.23%
관하다(関する) 2 2.44% からかう 1 3.23%
걸다(掛ける) 1 1.22% 聞く 1 3.23%
나가다(出る) 1 1.22% 支える 1 3.23%
내밀다(出す) 1 1.22% 誘う 1 3.23%
널다(干す) 1 1.22% しかける 1 3.23%
넣다(入れる) 1 1.22% すむ 1 3.23%
놓다(置く) 1 1.22% 頼む 1 3.23%
담다(盛る) 1 1.22% 違う 1 3.23%
뒹굴다(寝ころぶ) 1 1.22% 付く 1 3.23%
들다(上げる) 1 1.22% 取り押さえる 1 3.23%
맺다(抱く) 1 1.22% 残る 1 3.23%
붙다(付く) 1 1.22% ほめる 1 3.23%
서다(立つ) 1 1.22% むかう 1 3.23%


























75 例の 91.46%であり、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)は全体 31 例の内、11 例の 35.48%の使用
動詞 「Ｎ1のＮ2」 ページ 名詞＋에＋動詞＋名詞 ページ 文学作品
















5 있다 ロビー隅のゴミ箱 192





























































































































動詞 使用数 使用率 動詞 使用数 使用率
하다(する) 20 27.78% 言う 6 25.00%
깔다(敷く) 6 8.33% する 5 20.83%
되다(になる) 5 6.94% ある 1 4.17%
있다(ある/いる) 5 6.94% 生む 1 4.17%
만들다(作る) 3 4.17% 終わる 1 4.17%
끝나다(終わる) 2 2.78% 書く 1 4.17%
오다(来る) 2 2.78% 考える 1 4.17%
할퀴다(ひっかく) 2 2.78% 感じる 1 4.17%
흐르다(流れる) 2 2.78% 聞く 1 4.17%
가만두다(そっとしておく) 1 1.39% ごねる 1 4.17%
걷다(歩く) 1 1.39% 死ぬ 1 4.17%
고함치다(どなる) 1 1.39% ちくる 1 4.17%
그리다(描く) 1 1.39% 告げる 1 4.17%
나다(起こる) 1 1.39% 亡くなる 1 4.17%
놓다(置く) 1 1.39% 怒る 1 4.17%








































動詞 「Ｎ1のＮ2」 ページ 名詞＋가/이＋動詞 ページ 文学作品






















































가/이＋動詞(＋名詞)」動詞化タイプでは全体 72 例の内 2 例で使用率は 2.77%である。「名
























































                                                             
47 「名詞＋の＋動詞＋名詞」と「名詞＋の＋動詞」の両方のことである。 
動詞 使用数 使用率 動詞 使用数 使用率
하다(する) 2 50% 言う 14 56%
웃다(笑う) 1 25% 行く 2 8%
벗다(脱ぐ) 1 25% 犯す 1 4%










動詞 「Ｎ1のＮ2」 ページ 名詞＋의＋動詞＋名詞 ページ 文学作品













































                                                             
48 朴在權(Park Jae-gwon)(1997:36)参照。 






























                                                             
49 「名詞＋을/를＋動詞＋名詞」と「名詞＋을/를＋動詞」の両方のことである。 
50 「名詞＋を＋動詞＋名詞」と「名詞＋を＋動詞」の両方のことである。 
動詞 使用数 使用率 動詞 使用数 使用率
하다(する) 22 30.99% する 7 50.00%
먹다(食べる) 4 5.63% あやす 1 7.14%
입다(着る) 3 4.23% 奪う 1 7.14%
타다(乗る) 3 4.23% 書く 1 7.14%
나오다(出る) 2 2.82% かける 1 7.14%
들다(上げる) 2 2.82% 懲らしめる 1 7.14%
뜻하다(志す) 2 2.82% 司る 1 7.14%
보다(見る) 2 2.82% 募る 1 7.14%













































用例の 22 例の内、1 例の使用率 4.55%であり、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)では「する」用例














動詞 「Ｎ1のＮ2」 ページ 名詞＋을/를＋動詞(＋名詞) ページ 文学作品
1 하다(する) 覆面の真犯人 247 복면을 한 진범 312 謎解き












23 顔をしたサラリーマン 18 국화꽃 향기






































動詞 使用数 使用率 動詞 使用数 使用率
하다(する) 34 69.39% する 5 50%
이다(ある) 2 4.08% 責める 2 20%
쉬다(休む) 2 4.08% のがれる 1 10%
화내다(怒る) 1 2.04% かける 1 10%
지다(負ける) 1 2.04% 恨む 1 10%


















く見られた。この用例は「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)では全体の 49 例内 33 例で使用率 67.35%
















動詞 「Ｎ1のＮ2」 ページ 動詞＋名詞(J→K) ページ 文学作品
















114 共通した敵 103 아홉살인생
動詞 使用数 使用率 動詞 使用数 使用率
있다(ある/いる) 5 15.63% 言う 4 100%




















(J→K)では全体の 32 例の内、2 例の使用率 6.25%であり、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳(K→J)では全






















動詞 「Ｎ1のＮ2」 ページ 名詞＋動詞＋名詞 ページ 文学作品





















































<表 30>は本研究で見られた 6 種の共通する動詞化タイプである。これをタイプ別に使用
率を比較した。その結果、1 と 2 は同様な使用率であった。3 は韓国語の翻訳の方が日本語












































5 動詞＋名詞 13.39% 「하다(する)(69.39%)」＞「する(50%)」 動詞＋名詞 7.75%
























































 本研究の「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」の全てのデータの量は「Ｎ1のＮ2」が 9,048 例、 
「Ｎ1의Ｎ2」が 6,088 例であった。その中で、Ｎ1が「人名詞」である用例数は「Ｎ1のＮ2」
が 2,894 例、「Ｎ1의Ｎ2」が 4,179 例である。従って、全てのデータ数に対し、Ｎ1が「人









た だ し 、 韓 国 語 の 人 称 代 名 詞 「 나,너,저,우리(na,neo,jeo,uli) 」 に 対 し
「내,네,제,우리(nae,ne,je,uli)」は日本語に直すと「私の、あなたの、私の(敬語)、我
らの」と助詞「の」を含む意味を持ち、「나의,너의,저의,우리의(naui,neoui,jeoui,uliui)」





『分類語彙表』に基づき分類し、Ｎ1 とＮ2 の連結の難易度について述べる。Ｎ1 とＮ2 の連
結には「の」や「의」によって結ばれ易い、結ばれ難いといった難易の差があると考えら







1体の類 出現数 出現率 1体の類 出現数 出現率
1 1.56身体 604 20.87% 1 1.56身体 1327 31.75%
2 1.30心 409 14.13% 2 1.30心 749 17.92%
3 1.31言語 254 8.78% 3 1.31言語 414 9.91%
4 1.17空間 217 7.50% ◎ 4 1.21家族 224 5.36%
5 1.21家族 185 6.39% 5 1.13様相 146 3.49%
6 1.13様相 151 5.22% 6 1.17空間 127 3.04% ◎
7 1.44住居 132 4.56% ◎ 7 1.33生活 112 2.68%
8 1.33生活 83 2.87% 8 1.57生命 97 2.32%
9 1.23人物 75 2.59% ◎ 9 1.34行為 87 2.08%
10 1.32芸術 69 2.38% ◎ 10 1.44住居 81 1.94% ◎
11 1.34行為 55 1.90% 11 1.36待遇 67 1.60%
12 1.45道具 50 1.73% ◎ 12 1.16時間 66 1.58%
13 1.16時間 47 1.62% 13 1.42衣料 61 1.46%
14 1.24成員 47 1.62% ◎ 14 1.25公私 57 1.36%
15 1.25公私 46 1.59% 15 1.15作用 42 1.01%
16 1.42衣料 42 1.45% 16 1.35交わり 42 1.01%
17 1.57生命 42 1.45% 17 1.26社会 35 0.84%
18 1.19量 40 1.38% ◎ 18 1.10事柄 34 0.81%
19 1.20人間 33 1.14% 19 1.18形 34 0.81% ○
20 1.22仲間 32 1.11% 20 1.32芸術 34 0.81% ◎
21 1.46機械 32 1.11% 21 1.22仲間 33 0.79%
22 1.36待遇 30 1.04% 22 1.20人間 28 0.67%
23 1.26社会 29 1.00% 23 1.50自然 25 0.60%
24 1.35交わり 25 0.86% 24 1.12存在 24 0.57%












日本語と比べて韓国語の出現率が 2 倍以上高かった項目は「◯」を<表 31>に示した。韓国
語と比べて日本語の出現率が 2 倍以上高い項目は 10 項目あった。その項目は「1.17 空間」
「1.44 住居」「1.23 人物」「1.32 芸術」「1.45 道具」「1.24 成員」「1.19 量」「1.11 類」「1.27
機関」「1.52 天地」である。一方、日本語と比べて韓国語の出現率が 2 倍以上高かった項
目は 2 項目あった。その項目は「1.18 形」「1.54 植物」である。 
また、日韓で上位の項目と下位の項目が逆転53している項目が見られた。<表 31>で、22
位より順位が上(1 位～22 位)だと上位、22 位より順位が下(23 位～43 位)だと下位と設定
し、日本語で上位となっている項目を濃い色で、韓国語で上位となっている項目を薄い色
で表示した。まず、日本語が上位である項目は「1.23 人物」「1.45 道具」「1.24 成員」「1.19
量」「1.46 機械」である。韓国語が上位である項目は「1.15 作用」「1.35 交わり」「1.26
社会」「1.10 事柄」「1.18 形」である。 
以上のことから日韓では「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」のＮ1(人名詞)とＮ2には連結の表れ




26 1.12存在 16 0.55% 26 1.45道具 23 0.55% ◎
27 1.15作用 15 0.52% 27 1.19量 21 0.50% ◎
28 1.10事柄 14 0.48% 28 1.24成員 21 0.50% ◎
29 1.14力 12 0.41% 29 1.14力 20 0.48%
30 1.40物品 12 0.41% 30 1.37経済 20 0.48%
31 1.43食料 12 0.41% 31 1.40物品 19 0.45%
32 1.50自然 12 0.41% 32 1.38事業 17 0.41%
33 1.38事業 11 0.38% 33 1.11類 15 0.36% ◎
34 1.18形 8 0.28% ○ 34 1.23人物 15 0.36% ◎
35 1.37経済 7 0.24% 35 1.43食料 14 0.34%
36 1.51物質 7 0.24% 36 1.41資材 6 0.14%
37 1.27機関 4 0.14% ◎ 37 1.51物質 6 0.14%
38 1.55動物 4 0.14% 38 1.53生物 5 0.12%
39 1.41資材 3 0.10% 39 1.55動物 3 0.07%
40 1.53生物 3 0.10% 40 1.27機関 1 0.02% ◎
41 1.52天地 2 0.07% ◎ 41 1.47土地利用 1 0.02%
42 1.47土地利用 1 0.03% 42 1.52天地 1 0.02% ◎
43 1.54植物 0 0.00% ○ 43 1.54植物 1 0.02% ○































1 名詞＋의＋名詞 1,963 67.83% 名詞＋の＋名詞 3,028 72.46%
2 名詞＋名詞 478 16.52% 意訳 419 10.03%
3 意訳 159 5.49% 名詞 310 7.42%
4 名詞 105 3.63% 内容省略 186 4.45%
5 動詞 54 1.87% 文の組み替え 92 2.20%
6 名詞＋인＋名詞 53 1.83% 動詞 79 1.89%
7 文の組み換え 30 1.04% 名詞＋の＋名詞＋の＋名詞 11 0.26%
8 形容詞 12 0.41% 名詞＋から＋名詞 5 0.12%
9 その他 40 1.38% その他 49 1.17%




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 1.52天地 ◎ 100%
4 1.55動物 100%
5 1.32芸術 ◎ 98.57%
6 1.19量 ◎ 97.50%















22 1.17空間 ◎ 83.71%
23 1.14力 83.34%
24 1.57生命 83.33%
25 1.24成員 ◎ 82.98%
26 1.13様相 81.74%
27 1.33生活 80.49%
28 1.18形 ○ 79.55%
29 1.31言語 76.19%
30 1.26社会 75.86%























































<表 35>は<表 31>の「Ｎ1의Ｎ2」の原作のＮ2の分類項目と<表 32>の「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳
形式とを総合したものである。ここで、Ｎ2 の順番は<表 31>の日本語の原作の順位に並び
替えている。翻訳形式「名詞＋の＋名詞」を分析しやすくするため、翻訳率の高い順に並
び替えたのが<表 36>である。翻訳形式「名詞＋の＋名詞」のＮ2の全体の用例数 3,028 の


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 1.24成員 ◎ 90.48%
6 1.22仲間 87.88%
7 1.45道具 ◎ 82.61%
8 1.11類 ◎ 80.00%
9 1.46機械 79.17%
























34 1.23人物 ◎ 64.29%
35 1.15作用 59.52%
36 1.12存在 58.33%
37 1.19量 ◎ 57.14%
38 1.18形 ○ 56.76%
39 1.32芸術 ◎ 52.94%
40 1.25公私 47.37%
41 1.55動物 33.33%
42 1.52天地 ◎ 0%


















a.jubanggwa bunlidoen yuhan gyegeubui 
sigtagi anila geudeului maneuldo kkago 
gamja kkeobjildo beosgimyeonseo saneun 
iyagideuleul haessdeon geosida. 

















 原作において日韓の出現率が 2 倍以上差が見られた項目を「◎、○」で<表 36>に記した。
この日本語の出現率が 2 倍以上高かった 10 項目の内、「1.27 機関」「1.24 成員」「1.45
道具」「1.11 類」「1.17 空間」「1.44 住居」は基準値以上であることが確認できた。だ
が、「1.23 人物」「1.19 量」「1.32 芸術」「1.52 天地」は基準値未満であった。逆に、
韓国語の出現率が 2 倍以上高かった項目(○)(即ち、日本語原作で出現率が韓国語の 1/2
以下)の「1.18 形」「1.54 植物」は基準値未満であった。 
次は日韓の原作においてＮ2の出現率の順位が逆転している項目を<表 36>に色を付けて
表記した。日本語の順位が上位であった 5 項目は翻訳率も高いと予想される。その中で
「1.24 成員」「1.45 道具」「1.46 機械」は基準値以上であることが見受けられた。だが、
「1.23 人物」「1.19 量」は基準値未満であった。一方、韓国語の順位が上位(即ち、日本






『分類語彙表』に基づき 43 の項目に名詞類を分類し、日本語と韓国語を対照した。 




が見られた項目があった。韓国語に比べて日本語の出現率が 2 倍以上高い項目は 10 項目
「1.17 空間」「1.44 住居」「1.23 人物」「1.32 芸術」「1.45 道具」「1.24 成員」「1.19 量」「1.11
類」「1.27 機関」「1.52 天地」であった。日本語に比べて韓国語の出現率が 2 倍以上高い項
目は 2 項目「1.18 形」「1.54 植物」であった。そして、日本語と韓国語で出現率が上位の
項目と下位の項目が逆転している項目が見られた。日本語が上位である 5 項目は「1.23 人
物」「1.45 道具」「1.24 成員」「1.19 量」「1.46 機械」で、韓国語が上位である 5 項目は「1.15





















まず、韓国語の場合である。韓国語原作で 2 倍以上高かった 2 項目の内、Ｎ1が「人名詞」
と結びつき易いと見られる項目はなかった。韓国語原作で出現率が 1/2以下の 10項目の内、
「1.17 空間」「1.24 成員」「1.27 機関」「1.23 人物」はＮ1が「人名詞」と結びつき難い
と見られる。韓国語原作では順位が上位の 5 項目の内、「1.15 作用」「1.35 交わり」はＮ1
が「人名詞」と結びつき易いと見られる。韓国語原作では順位が下位の 5 項目の内、「1.24
成員」「1.23 人物」はＮ1が「人名詞」と結びつき難いと見られる。 
次は、日本語の場合である。日本語原作で 2 倍以上高かった 10 項目の内、「1.27 機関」
「1.24 成員」「1.45 道具」「1.11 類」「1.17 空間」「1.44 住居」はＮ1が「人名詞」と
結びつき易いと見られる。日本語原作で出現率が 1/2 以下の 2 項目の内、「1.18 形」「1.54
植物」はＮ1が「人名詞」と結びつき難いと見られる。日本語原作では順位が上位の 5 項目
の内、「1.24 成員」「1.45 道具」「1.46 機械」はＮ1が「人名詞」と結びつき易いと見ら




「1.23 人物」「1.24 成員」「1.27 機関」である。日本語で「人名詞」と結びつき易いと
考えられるものは、「1.11 類」「1.17 空間」「1.27 機関」「1.24 成員」「1.44 住居」「1.45
道具」「1.46 機械」である。日本語で「人名詞」と結びつき難いと考えられるものは、「1.10










韓国語原作で 2 倍以上の項目では 0%、韓国語原作で出現率が 1/2 以下の項目では 40%、日
本語に比べて韓国語の順位が上位の項目では 40%で、下位の項目では 40%であった。全体 8
項目の内、この 4 項目を除く 4 項目は予想と一致した割合が 50%以上であった。特に、日







 本研究の「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」の全てのデータの量は「Ｎ1のＮ2」が 9,048 例、 
「Ｎ1의Ｎ2」が 6,088 例である。その中で、Ｎ1が「場所名詞」である用例数は「Ｎ1のＮ2」


































































であった「Ｎ1のＮ2」の 944 例と「Ｎ1의Ｎ2」の 229 例を対象に分析する。以下の<表 38>
は原作での「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」におけるＮ2を国立国語研究所(2004)『分類語彙表』




1体の類 出現数 出現率 1体の類 出現数 出現率
1 1.17空間 296 31.36% ◎ 1 1.44住居 31 13.54%
2 1.44住居 125 13.24% 2 1.24成員 22 9.61%
3 1.26社会 91 9.64% ◎ 3 1.25公私 17 7.42% ○
4 1.24成員 54 5.72% 4 1.50自然 14 6.11% ○
5 1.20人間 42 4.45% 5 1.17空間 11 4.80% ◎
6 1.25公私 35 3.71% ○ 6 1.33生活 11 4.80% ○
7 1.31言語 23 2.44% 7 1.52天地 11 4.80% ○
8 1.47土地利用 20 2.12% 8 1.30心 10 4.37% ○
9 1.30心 19 2.01% ○ 9 1.20人間 9 3.93%
10 1.45道具 19 2.01% 10 1.16時間 8 3.49% ○
11 1.23人物 18 1.91% 11 1.22仲間 8 3.49% ○
12 1.52天地 18 1.91% ○ 12 1.23人物 8 3.49%
13 1.18形 17 1.80% ◎ 13 1.47土地利用 7 3.06%
14 1.38事業 17 1.80% ◎ 14 1.10事柄 6 2.62% ○
15 1.21家族 15 1.59% 15 1.26社会 6 2.62% ◎
16 1.33生活 15 1.59% ○ 16 1.31言語 6 2.62%
17 1.22仲間 13 1.38% ○ 17 1.45道具 6 2.62%
18 1.16時間 12 1.27% ○ 18 1.51物質 6 2.62% ○
19 1.46機械 12 1.27% 19 1.13様相 5 2.18% ○
20 1.50自然 11 1.17% ○ 20 1.32芸術 4 1.75% ○
21 1.51物質 9 0.95% ○ 21 1.46機械 3 1.31%
22 1.35交わり 7 0.74% ◎ 22 1.54植物 3 1.31%
23 1.54植物 7 0.74% 23 1.15作用 2 0.87% ○
24 1.37経済 6 0.64% 24 1.18形 2 0.87% ◎
25 1.27機関 5 0.53% 25 1.21家族 2 0.87%
26 1.32芸術 5 0.53% ○ 26 1.36待遇 2 0.87%
27 1.34行為 5 0.53% 27 1.37経済 2 0.87%
28 1.36待遇 5 0.53% 28 1.38事業 2 0.87% ◎
29 1.43食料 5 0.53% ◎ 29 1.19量 1 0.44% ○
30 1.13様相 3 0.32% ○ 30 1.27機関 1 0.44%
31 1.10事柄 2 0.21% ○ 31 1.34行為 1 0.44%
32 1.11類 2 0.21% ◎ 32 1.41資材 1 0.44% ○
33 1.40物品 2 0.21% 33 1.53生物 1 0.44% ○
34 1.41資材 2 0.21% ○ 34 1.11類 0 0.00% ◎
35 1.55動物 2 0.21% ◎ 35 1.12存在 0 0.00% ◎






その結果、日本語ではＮ2が「1.14 力」「1.53 生物」「1.57 生命」のとき、場所名詞との
組み合わせが見られない。一方、韓国語ではＮ2が「1.11 類」「1.12 存在」「1.14 力」「1.35





比べて日本語の出現率が 2 倍以上高い項目は 12 項目あった。その項目は「1.17 空間」「1.26
社会」「1.18 形」「1.38 事業」「1.35 交わり」「1.43 食料」「1.11 類」「1.40 物品」「1.55
動物」「1.12 存在」「1.42 衣料」「1.56 身体」である。また、日本語と比べて韓国語の出現
率が 2 倍以上高かった項目は 15 項目あった。その項目は「1.25 公私」「1.50 自然」「1.33
生活」「1.52 天地」「1.30 心」「1.16 時間」「1.22 仲間」「1.10 事柄」「1.51 物質」「1.13 様
相」「1.32 芸術」「1.15 作用」「1.19 量」「1.41 資材」「1.53 生物」である。 
 また、日韓で上位の項目と下位の項目が逆転している項目が見られた。日本語が上位で
ある項目は「1.18 形」「1.38 事業」「1.21 家族」「1.35 交わり」である。韓国語が上位であ












37 1.15作用 1 0.11% ○ 37 1.35交わり 0 0.00% ◎
38 1.19量 1 0.11% ○ 38 1.40物品 0 0.00%
39 1.42衣料 1 0.11% ◎ 39 1.42衣料 0 0.00% ◎
40 1.56身体 1 0.11% ◎ 40 1.43食料 0 0.00% ◎
41 1.14力 0 0.00% 41 1.55動物 0 0.00% ◎
42 1.53生物 0 0.00% ○ 42 1.56身体 0 0.00% ◎
43 1.57生命 0 0.00% 43 1.57生命 0 0.00%
































1 名詞＋의＋名詞 209 22.14% 名詞＋の＋名詞 185 80.79%
2 名詞＋名詞 553 58.58% 意訳 17 7.42%
3 名詞 58 6.14% 名詞 14 6.11%
4 意訳 52 5.51% 内容省略 7 3.06%
5 動詞 34 3.60% 文の組み替え 1 0.44%
6 文の組み換え 9 0.95% 動詞 1 0.44%
7 その他 29 3.07% その他 4 1.75%
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 1.11類 ◎ 100%
2 1.13様相 ○ 100%
3 1.15作用 ○ 100%
4 1.19量 ○ 100%
5 1.27機関 100%
6 1.32芸術 ○ 100%
7 1.42衣料 ◎ 100%
8 1.52天地 ○ 100%
9 1.55動物 ◎ 100%
10 1.56身体 ◎ 100%
11 1.18形 ◎ 94.12%
12 1.46機械 91.66%
13 1.47土地利用 90.00%




18 1.17空間 ◎ 85.13%
19 1.37経済 83.34%






26 1.51物質 ○ 77.78%
27 1.25公私 ○ 77.14%
28 1.22仲間 ○ 76.92%
29 1.38事業 ◎ 76.47%
30 1.35交わり ◎ 71.43%
31 1.26社会 ◎ 70.32%
32 1.33生活 ○ 66.66%
33 1.50自然 ○ 54.54%
34 1.10事柄 ○ 50.00%
35 1.40物品 50.00%
36 1.41資材 ○ 50.00%
37 1.36待遇 40.00%
38 1.43食料 ◎ 40.00%
39 1.21家族 33.33%
40 1.12存在 ◎ 0%
41 1.14力 0%







存在」「1.14 力」「1.35 交わり」「1.40 物品」「1.42





















b.hajiman ilaeseoya jeotaegeul yujihagi 
gonlanhanikka, chincheogin sawamulaga 

















b.jegaggi gal su issneun haggyo sujuneul han dangye tteoleotteulyeo 





b.dosilag gageui apchimaleul beoseumyeo binilbongji kkuleomileul sone deun geni 





b.yesnalen kal deulgo deombineun nomgwado dangdanghi majseodeon 'sibuya mesdwaeji'ga 









b.jibang konseoteuga kkeutnamyeon, syukichineun peulomoteodeuleul jeobdaehagi wihae 











b.han beondo bon jeogi eobsneun gageui aiseukeulimieossda.(공중정원 p.177) 
 
 (2)から(9)の用例を見ると、「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)では「의」(もしくは「zero」)






2 倍以上出現率が高い)」を付けて記した。韓国語原作で 2 倍以上出現率が高かった 15 項
目の内、「1.13 様相」「1.15 作用」「1.19 量」「1.32 芸術」「1.52 天地」「1.30 心」は基準
値以上であることが確認できた。しかし、「1.16 時間」「1.51 物質」「1.25 公私」「1.22
仲間」「1.33 生活」「1.50 自然」「1.10 事柄」「1.41 資材」「1.53 生物」は基準値未満であ
った。一方、日本語原作で 2 倍以上出現率が高かった(即ち、韓国語原作で出現率が 1/2
以下)翻訳率が低いと予想される。その 12 項目の内、「1.38 事業」「1.35 交わり」「1.26
社会」「1.40 物品」「1.43 食料」「1.12 存在」は基準値未満であった。だが、「1.11 類」「1.42
衣料」「1.55 動物」「1.56 身体」「1.18 形」「1.17 空間」は基準値以上であった。 
次は、日韓原作のＮ2の出現率の順位が逆転した特徴を見てみる
57。韓国語の順位が上位
である 4 項目は翻訳率も高いと予想され、「1.13 様相」「1.32 芸術」「1.54 植物」は基準
値以上であることが確認できた。だが、「1.10 事柄」は基準値未満であった。一方、日本
語の順位が上位である 4 項目(即ち、韓国語原作では順位が下位)の内、「1.38 事業」「1.35
交わり」「1.21 家族」は基準値未満であるが、「1.18 形」は基準値以上であった。 
 
5.3.3.2「Ｎ1의Ｎ2」の原作と翻訳との比較 
<表 42>は<表 38>の「Ｎ1의Ｎ2」の原作のＮ2の分類項目と<表 39>「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳形
式との総合したものである。ここで、Ｎ2の順番は<表 38>の日本語の原作の順位に並び替






て示したのが<表 43>である。翻訳形式「名詞＋の＋名詞」のＮ2の全体の用例数 185 の基
































































































































































































































































































































































































































2 1.10事柄 ○ 100%
3 1.13様相 ○ 100%
4 1.18形 ◎ 100%
5 1.36待遇 100%
6 1.37経済 100%
7 1.19量 ○ 100%
8 1.27機関 100%
9 1.41資材 ○ 100%
10 1.25公私 ○ 94.12%
11 1.23人物 91.67%
12 1.24成員 90.91%
13 1.17空間 ◎ 90.91%
14 1.44住居 90.32%
15 1.16時間 ○ 87.50%
16 1.26社会 ◎ 83.33%
17 1.31言語 83.33%
18 1.45道具 83.33%
19 1.50自然 ○ 78.57%
20 1.32芸術 ○ 75.00%
21 1.33生活 ○ 70.00%
22 1.30心 ○ 70.00%
23 1.51物質 ○ 66.67%
24 1.46機械 66.67%
25 1.52天地 ○ 63.64%
26 1.54植物 50.00%
27 1.15作用 ○ 50.00%
28 1.21家族 50.00%
29 1.38事業 ◎ 50.00%
30 1.34行為 50.00%
31 1.20人間 20.00%
32 1.11類 ◎ 0%
33 1.12存在 ◎ 0%
34 1.14力 0%
35 1.22仲間 ○ 0%
36 1.35交わり ◎ 0%
37 1.40物品 0%
38 1.42衣料 ◎ 0%
39 1.43食料 ◎ 0%
40 1.53生物 ○ 0%
41 1.55動物 ◎ 0%























a.deoguna i nalaui byeongpyega jagi jigeobeseo 
pyeongsaengilaneun jangin uisigi eobsneun 

















○」で<表 43>に記した。その結果、日本語の出現率が韓国語に比べて 2 倍以上高かった項
目(◎)の 12 項目の内、「1.18 形」「1.17 空間」「1.26 社会」は基準値以上であることが
確認できた。だが、「1.38 事業」「1.11 類」「1.12 存在」「1.35 交わり」「1.40 物品」
「1.42 衣料」「1.43 食料」「1.55 動物」「1.56 身体」は基準値未満であった。逆に、韓
国語の出現率が日本語に比べて 2 倍以上高かった項目(○)(即ち、日本語原作で出現率が韓
国語の 1/2 以下)の 15 項目の中で「1.16 時間」「1.50 自然」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.30
心」「1.51 物質」「1.52 天地」「1.15 作用」「1.22 仲間」「1.53 生物」は基準値未満であ




の中で「1.18 形」は基準値以上であることが確認できた。だが、「1.21 家族」「1.38 事
業」「1.35 交わり」は基準値未満であった。一方、韓国語の順位が上位(即ち、日本語原
作では順位が下位)である 4 項目の内、「1.32 芸術」「1.54 植物」は基準値未満であるが、




(2004)『分類語彙表』に基づき 43 の項目に名詞類を分類し、日本語と韓国語を対照した。 
まず、原作での「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」のＮ1とＮ2表れではいくつかの特徴が見ら
れた。日本語ではＮ2が「1.14 力」「1.53 生物」「1.57 生命」のとき、場所名詞との組み合
わせが見られない。韓国語ではＮ2が「1.11 類」「1.12 存在」「1.14 力」「1.35 交わり」「1.40
物品」「1.42 衣料」「1.43 食料」「1.55 動物」「1.56 身体」「1.57 生命」のとき、場所名詞
との組み合わせが見られない。日韓で比較すると、Ｎ2が「1.14 力」「1.57 生命」のときは
両言語共に場所名詞との組み合わせが見られない。日本語も韓国語も「の」と「의」によ
って、「場所名詞」と「1.14 力」「1.57 生命」が連結されない傾向にあると推察される。 
日本語と韓国語の各項目ごとに出現率を比較した結果、出現率が 2 倍以上差が見られた
項目があった。韓国語に比べて日本語の出現率が 2 倍以上高い項目は 12 項目、「1.17 空間」
「1.26 社会」「1.18 形」「1.38 事業」「1.35 交わり」「1.43 食料」「1.11 類」「1.40 物品」「1.55
動物」「1.12 存在」「1.42 衣料」「1.56 身体」であった。日本語に比べて韓国語の出現率が
2 倍以上高い項目は 15 項目、「1.25 公私」「1.50 自然」「1.33 生活」「1.52 天地」「1.30 心」
「1.16 時間」「1.22 仲間」「1.10 事柄」「1.51 物質」「1.13 様相」「1.32 芸術」「1.15 作用」
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「1.19 量」「1.41 資材」「1.53 生物」であった。そして、日本語と韓国語で出現率が上位
の項目と下位の項目が逆転している項目が見られた。日本語が上位である 4 項目は「1.18
形」「1.38 事業」「1.21 家族」「1.35 交わり」で、韓国語が上位である 4 項目は「1.10 事柄」





照らし合わせて検証を行った。原作で韓国語のＮ2が「1.11 類」「1.12 存在」「1.14 力」「1.35
交わり」「1.40 物品」「1.42 衣料」「1.43 食料」「1.55 動物」「1.56 身体」「1.57 生命」は
0%の出現率であったので、翻訳形式「名詞＋(의)＋名詞」(J→K)の翻訳率を確認した。す
ると、「1.12 存在」「1.14 力」「1.57 生命」の翻訳率も 0%であることが見受けられた。一方、
日本語の原作では「1.57 生命」があり、その用例を見てもやはり韓国語では「의(もしく
は zero)」によって、「場所名詞」と「1.57 生命」が連結されていない。原作で日本語のＮ
2が「1.14 力」「1.53 生物」「1.57 生命」は 0%の出現率であったので、翻訳形式「名詞＋の















原作と翻訳でのＮ1 とＮ2 の表れの結果、Ｎ1 が「場所名詞」のときのＮ2 との結びつき易
さ、結びつき難さを確認することができた。その項目は以下の通りである。 
まず、韓国語の場合である。韓国語原作で 2 倍以上高かった 15 項目の内、「1.13 様相」
「1.15 作用」「1.19 量」「1.32 芸術」「1.52 天地」「1.30 心」はＮ1が「場所名詞」と結
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びつき易いと見られる。韓国語原作で出現率が 1/2 以下の 12 項目の内、「1.38 事業」「1.35
交わり」「1.26 社会」「1.40 物品」「1.43 食料」「1.12 存在」はＮ1が「場所名詞」と結び
つき難いと見られる。韓国語原作では順位が上位の 4 項目の内、「1.13 様相」「1.32 芸術」
「1.54 植物」はＮ1 が「場所名詞」と結びつき易いと見られる。韓国語原作では順位が下
位の 4 項目の内、「1.38 事業」「1.35 交わり」「1.21 家族」はＮ1が「場所名詞」と結びつ
き難いと見られる。 
次は、日本語の場合である。日本語原作で 2 倍以上高かった 12 項目の内、「1.18 形」 
「1.17 空間」「1.26 社会」はＮ1が「場所名詞」と結びつき易いと見られる。日本語原作
で出現率が 1/2 以下の 15 項目の内、「1.16 時間」「1.50 自然」「1.32 芸術」「1.33 生活」
「1.30 心」「1.51 物質」「1.52 天地」「1.15 作用」「1.22 仲間」「1.53 生物」はＮ1が「場
所名詞」と結びつき難いと見られる。日本語原作では順位が上位の 4 項目の内、「1.18 形」
はＮ1が「場所名詞」と結びつき易いと見られる。日本語原作では順位が下位の 4 項目の内、
「1.32 芸術」「1.54 植物」はＮ1が「場所名詞」と結びつき難いと見られる。 
 従って、韓国語で「場所名詞」と結びつき易いと考えられるものは、「1.13 様相」「1.15
作用」「1.19 量」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.52 天地」「1.54 植物」である。韓国語で
「場所名詞」と結びつき難いと考えられるものは、「1.12 存在」「1.13 様相」「1.26 社
会」「1.32 芸術」「1.35 交わり」「1.38 事業」「1.40 物品」「1.43 食料」「1.54 植物」
である。日本語で「場所名詞」と結びつき易いと考えられるものは、「1.13 様相」「1.17
空間」「1.18 形」「1.26 社会」「1.32 芸術」「1.54 植物」である。日本語で「場所名詞」
と結びつき難いと考えられるものは、「1.15 作用」「1.16 時間」「1.22 仲間」「1.30 心」




























































韓国語原作で 2 倍以上出現率が高かった項目で 40%、日本語原作で 2 倍以上出現率が高か
った項目で 25%、日本語原作で上位の項目で 25%であった。全体 8 項目の内、この 3 項目を








 本研究の「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」の全てのデータの量は「Ｎ1のＮ2」が 9,048 例、 
「Ｎ1의Ｎ2」が 6,088 例であった。その中で、Ｎ1が「物名詞」である用例数は「Ｎ1のＮ2」











であった「Ｎ1のＮ2」の 672 例と「Ｎ1의Ｎ2」の 57 例を対象に分析する。以下の<表 45>
は原作での「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」におけるＮ2を国立国語研究所(2004)『分類語彙表』




1体の類 出現数 出現率 1体の類 出現数 出現率
1 1.17空間 322 47.92% ◎ 1 1.17空間 9 15.79% ◎
2 1.50自然 61 9.08% 2 1.50自然 9 15.79%
3 1.42衣料 51 7.59% 3 1.46機械 7 12.28% ○
4 1.41資材 44 6.55% 4 1.41資材 6 10.53%
5 1.45道具 29 4.32% 5 1.42衣料 4 7.02%






その結果、日本語ではＮ2が「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36
待遇」「1.53 生物」「1.55 動物」のとき、物名詞との組み合わせが見られない。一方、韓国
語ではＮ2が「1.10 事柄」「1.11 類」「1.12 存在」「1.13 様相」「1.20 人間」「1.21 家族」「1.22
仲間」「1.23 人物」「1.25 公私」「1.26 社会」「1.27 機関」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生
活」「1.34 行為」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.37 経済」「1.47 土地利用」「1.51 物質」「1.52
天地」「1.53 生物」「1.54 植物」「1.55 動物」「1.56 身体」「1.57 生命」のとき、物名詞と
の組み合わせが見られない。日韓で比較すると、Ｎ2が「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公
7 1.24成員 12 1.79% 7 1.19量 3 5.26% ○
8 1.44住居 12 1.79% ○ 8 1.44住居 3 5.26% ○
9 1.13様相 10 1.49% ◎ 9 1.15作用 2 3.51% ○
10 1.23人物 10 1.49% ◎ 10 1.16時間 2 3.51% ○
11 1.20人間 9 1.34% ◎ 11 1.18形 2 3.51% ○
12 1.38事業 9 1.34% 12 1.14力 1 1.75% ○
13 1.51物質 8 1.19% ◎ 13 1.24成員 1 1.75%
14 1.31言語 6 0.89% 14 1.31言語 1 1.75%
15 1.32芸術 6 0.89% ◎ 15 1.38事業 1 1.75%
16 1.15作用 5 0.74% ○ 16 1.40物品 1 1.75% ○
17 1.26社会 5 0.74% ◎ 17 1.43食料 1 1.75% ○
18 1.43食料 5 0.74% ○ 18 1.10事柄 0 0.00%
19 1.54植物 5 0.74% ◎ 19 1.11類 0 0.00% ◎
20 1.16時間 4 0.60% ○ 20 1.12存在 0 0.00%
21 1.19量 4 0.60% ○ 21 1.13様相 0 0.00% ◎
22 1.33生活 4 0.60% ◎ 22 1.20人間 0 0.00% ◎
23 1.56身体 4 0.60% ◎ 23 1.21家族 0 0.00% ◎
24 1.11類 3 0.45% ◎ 24 1.22仲間 0 0.00% ◎
25 1.22仲間 3 0.45% ◎ 25 1.23人物 0 0.00% ◎
26 1.30心 3 0.45% ◎ 26 1.25公私 0 0.00%
27 1.14力 2 0.30% ○ 27 1.26社会 0 0.00% ◎
28 1.18形 2 0.30% ○ 28 1.27機関 0 0.00% ◎
29 1.37経済 2 0.30% ◎ 29 1.30心 0 0.00% ◎
30 1.40物品 2 0.30% ○ 30 1.32芸術 0 0.00% ◎
31 1.21家族 1 0.15% ◎ 31 1.33生活 0 0.00% ◎
32 1.27機関 1 0.15% ◎ 32 1.34行為 0 0.00% ◎
33 1.34行為 1 0.15% ◎ 33 1.35交わり 0 0.00%
34 1.47土地利用 1 0.15% ◎ 34 1.36待遇 0 0.00%
35 1.52天地 1 0.15% ◎ 35 1.37経済 0 0.00% ◎
36 1.57生命 1 0.15% ◎ 36 1.47土地利用 0 0.00% ◎
37 1.10事柄 0 0.00% 37 1.51物質 0 0.00% ◎
38 1.12存在 0 0.00% 38 1.52天地 0 0.00% ◎
39 1.25公私 0 0.00% 39 1.53生物 0 0.00%
40 1.35交わり 0 0.00% 40 1.54植物 0 0.00% ◎
41 1.36待遇 0 0.00% 41 1.55動物 0 0.00%
42 1.53生物 0 0.00% 42 1.56身体 0 0.00% ◎
43 1.55動物 0 0.00% 43 1.57生命 0 0.00% ◎
合計 672 100% 合計 57 100%
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韓国語と比べて日本語の出現率が 2 倍以上高い項目は 20 項目あった。その項目は「1.17
空間」「1.13 様相」「1.23 人物」「1.20 人間」「1.51 物質」「1.32 芸術」「1.26 社会」
「1.54 植物」「1.33 生活」「1.56 身体」「1.11 類」「1.22 仲間」「1.30 心」「1.37 経
済」「1.21 家族」「1.27 機関」「1.34 行為」「1.47 土地利用」「1.52 天地」「1.57 生命」
である。また、日本語と比べて韓国語の出現率が 2 倍以上高かった項目は 9 項目あった。
その項目は「1.46 機械」「1.44 住居」「1.15 作用」「1.43 食料」「1.16 時間」「1.19
量」「1.14 力」「1.18 形」「1.40 物品」である。 
 また、日韓で上位の項目と下位の項目が逆転している項目が見られた。まず、日本語が
上位である 6 項目は「1.23 人物」「1.51 物質」「1.32 芸術」「1.26 社会」「1.54 植物」
「1.33 生活」である。韓国語が上位である 6 項目は「1.18 形」「1.14 力」「1.40 物品」「1.10















1 名詞＋의＋名詞 88 13.10% 名詞＋の＋名詞 41 71.93%
2 名詞＋名詞 444 66.07% 意訳 8 14.04%
3 名詞 61 9.08% 名詞 3 5.26%
4 動詞 24 3.57% 内容省略 2 3.51%
5 意訳 22 3.27% 文の組み替え 2 3.51%
6 文の組み換え 5 0.74% その他 1 1.75%



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 1.11類 ◎ 100%
2 1.14力 ○ 100%
3 1.18形 ○ 100%
4 1.26社会 ◎ 100%
5 1.27機関 ◎ 100%
6 1.31言語 100%
7 1.34行為 ◎ 100%
8 1.37経済 ◎ 100%
9 1.40物品 ○ 100%
10 1.47土地利用 ◎ 100%
11 1.57生命 ◎ 100%
12 1.42衣料 90.19%
13 1.13様相 ◎ 90.00%
14 1.17空間 ◎ 86.03%
15 1.54植物 ◎ 80.00%
16 1.45道具 75.86%
17 1.50自然 75.41%
18 1.16時間 ○ 75.00%
19 1.24成員 75.00%
20 1.44住居 ○ 75.00%
21 1.46機械 ○ 70.84%
22 1.41資材 68.18%
23 1.32芸術 ◎ 66.67%
24 1.22仲間 ◎ 66.66%
25 1.51物質 ◎ 62.50%
26 1.15作用 ○ 60.00%
27 1.43食料 ○ 60.00%
28 1.23人物 ◎ 53.34%
29 1.33生活 ◎ 50.00%
30 1.19量 ○ 49.00%
31 1.30心 ◎ 33.33%
32 1.38事業 33.33%
33 1.56身体 ◎ 25.00%
34 1.10事柄 0%
35 1.12存在 0%
36 1.20人間 ◎ 0%












類」「1.12 存在」「1.13 様相」「1.20 人間」「1.21
家族」「1.22 仲間」「1.23 人物」「1.25 公私」「1.26
社会」「1.27 機関」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33
生活」「1.34 行為」「1.35 交わり」「1.36 待遇」
「1.37 経済」「1.47 土地利用」「1.51 物質」「1.52
天地」「1.53 生物」「1.54 植物」「1.55 動物」「1.56
身体」「1.57 生命」のとき、物名詞との組み合
わせが見られなかった。<表 48>の翻訳の結果、
Ｎ2が「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.20 人間」「1.21
家族」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」
「1.52 天地」「1.53 生物」「1.55 動物」のとき、
物名詞との組み合わせが見られない。即ち、韓
国語では「의」によって、「物名詞」と「1.10
事柄」「1.12 存在」「1.20 人間」「1.21 家族」「1.25
















































 一方、Ｎ2が「1.11 類」「1.13 様相」「1.22 仲間」「1.23 人物」「1.26 社会」「1.27 機関」
「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.34 行為」「1.37 経済」「1.47 土地利用」「1.51 物








b. choegojeomeseo liteonhamyeo tteoleojineun taiminge dangmogeul jabneun ge 
gongjunggeuneui gibonida.(공중그네 p.70) 
 
(15)「物名詞＋(의)＋1.13 様相」 
a.ギターのチューニングもマイクの調子も OK だが…(中略)(ラストソング p.80) 
















b.jeoncha yeogeseo dongmulwoneulo oneun dojunge ulineun inpaleul pihae jobeun 











b.geu daeumeneun oesighal ttaemyeon jal ganeun eumsigjeomgwa paesyeon chwihyang, jal 




















b.tongjang janaegeul hwaginhamyeo, yeonil leseutolangilado haebolkka haneun 





b.meoli wiui annae pyojipaneul bogo na namiga tandago haessdeon jeoncheolui 













b.pungseon sagwaga deuleo issneun jongibongtue katallogeuleul mileo neohgo elli 








b.jusa tongjeungdo salajyeossda.(공중그네 p.200) 
 
 (14)から(29)の用例を見ると、「Ｎ1のＮ2」の翻訳(J→K)では「의」(もしくは「zero」)
によって、「物名詞」と「1.11 類」「1.13 様相」「1.22 仲間」「1.23 人物」「1.26 社会」「1.27
機関」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.34 行為」「1.37 経済」「1.47 土地利用」「1.51
物質」「1.54 植物」「1.56 身体」「1.57 生命」が連結されている。韓国語の原作ではＮ1が
「物名詞」のときのＮ2に現れていなかったが、それは連結する名詞の問題ではなく、資料
の中で現れていなかったということであろう。 
日韓の原作の出現率がの差が 2 倍以上であった項目を<表 48>の翻訳形式「名詞＋의＋名
詞」に「◎(日本語が韓国語に比べて 2 倍以上出現率が高い)」と◯「(韓国語が日本語に比
べて 2 倍以上出現率が高い)」を付けて記した。韓国語原作で 2 倍以上出現率が高かった 9
項目の内、「1.14 力」「1.18 形」「1.40 物品」は基準値以上であることが確認できた。しか
し、「1.16 時間」「1.44 住居」「1.46 機械」「1.15 作用」「1.43 食料」「1.19 量」は基
準値未満であった。一方、日本語原作で 2 倍以上出現率が高かった項目は翻訳率が低いと
予想される(即ち、韓国語原作で出現率が 1/2 以下)。その 20 項目の内、「1.54 植物」「1.32
芸術」「1.22 仲間」「1.51 物質」「1.23 人物」「1.33 生活」「1.30 心」「1.56 身体」「1.20
人間」「1.21 家族」「1.52 天地」は基準値未満であることが確認できた。だが、「1.11 類」
「1.26 社会」「1.27 機関」「1.34 行為」「1.37 経済」「1.47 土地利用」「1.57 生命」「1.13




ある 6 項目「1.11 類」「1.14 力」「1.18 形」「1.40 物品」「1.10 事柄」「1.12 存在」は翻訳
率も高いと予想され、その中で「1.11 類」「1.14 力」「1.18 形」「1.40 物品」は基準値以上
であることが確認できた。だが、「1.10 事柄」「1.12 存在」は基準値未満であった。一方、
日本語の順位が上位である 6 項目(即ち、韓国語原作では順位が下位)「1.26 社会」「1.54
植物」「1.32 芸術」「1.51 物質」「1.23 人物」「1.33 生活」の内、「1.54 植物」「1.32 芸術」




<表 49>は<表 45>の「Ｎ1의Ｎ2」の原作のＮ2の分類項目と<表 46>「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳形
式との総合したものである。ここで、Ｎ2の順番は<表 45>の日本語の原作の順位に並び替
えている。また、「Ｎ1의Ｎ2」の翻訳形式「名詞＋の＋名詞」の翻訳率の高い順に並び替え
て表したのが<表 50>である。翻訳形式「名詞＋の＋名詞」のＮ2の全体の用例数 41 の基準

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 1.14力 ○ 100%
2 1.15作用 ○ 100%




7 1.40物品 ○ 100%
8 1.43食料 ○ 100%
9 1.46機械 ○ 100%
10 1.17空間 ◎ 77.78%
11 1.45道具 75.00%
12 1.41資材 66.67%
13 1.44住居 ○ 66.67%
14 1.42衣料 50.00%
15 1.16時間 ○ 50.00%
16 1.18形 ○ 50.00%
17 1.50自然 33.33%
18 1.10事柄 0%
19 1.11類 ◎ 0%
20 1.12存在 0%
21 1.13様相 ◎ 0%
22 1.20人間 ◎ 0%
23 1.21家族 ◎ 0%
24 1.22仲間 ◎ 0%
25 1.23人物 ◎ 0%
26 1.25公私 0%
27 1.26社会 ◎ 0%
28 1.27機関 ◎ 0%
29 1.30心 ◎ 0%
30 1.32芸術 ◎ 0%
31 1.33生活 ◎ 0%
32 1.34行為 ◎ 0%
33 1.35交わり 0%
34 1.36待遇 0%
35 1.37経済 ◎ 0%
36 1.47土地利用 ◎ 0%
37 1.51物質 ◎ 0%
38 1.52天地 ◎ 0%
39 1.53生物 0%
40 1.54植物 ◎ 0%
41 1.55動物 0%
42 1.56身体 ◎ 0%






存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.53
生物」「1.55 動物」のとき、物名詞との組み合わ
せが見られなかった。<表 50>の翻訳の結果、Ｎ2
が「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35
交わり」「1.36 待遇」「1.53 生物」「1.55 動物」の
とき、物名詞との組み合わせが見られない。即ち、
日本語では「の」によって、「物名詞」と「1.10
















った項目(◎)の 20 項目の内、「1.17 空間」は基準
値以上であることが確認できた。だが、「1.11 類」
「1.13 様相」「1.20 人間」「1.21 家族」「1.22
仲間」「1.23 人物」「1.26 社会」「1.27 機関」
「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.34 行
為」「1.37 経済」「1.47 土地利用」「1.51 物質」




国語の 1/2 以下)の 9 項目の中で「1.44 住居」「1.16 時間」「1.18 形」は基準値未満であ




の 6 項目「1.23 人物」「1.26 社会」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.51 物質」「1.54 植物」
は全て基準値未満であったので予想とは異なっていた。一方、韓国語の順位が上位(即ち、
日本語原作では順位が下位)である 6 項目「1.14 力」「1.40 物品」「1.18 形」「1.10 事柄」
「1.11 類」「1.12 存在」の内、「1.18 形」「1.10 事柄」「1.11 類」「1.12 存在」は基準値未




『分類語彙表』に基づき 43 の項目に名詞類を分類し、日本語と韓国語を対照した。 
まず、原作での「Ｎ1のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」のＮ1とＮ2表れではいくつかの特徴が見ら
れた。日本語ではＮ2が「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」
「1.53 生物」「1.55 動物」のとき、物名詞との組み合わせが見られない。韓国語ではＮ2
が「1.10 事柄」「1.11 類」「1.12 存在」「1.13 様相」「1.20 人間」「1.21 家族」「1.22 仲間」
「1.23 人物」「1.25 公私」「1.26 社会」「1.27 機関」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.34
行為」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.37 経済」「1.47 土地利用」「1.51 物質」「1.52 天地」
「1.53 生物」「1.54 植物」「1.55 動物」「1.56 身体」「1.57 生命」のとき、物名詞との組み
合わせが見られない。日韓で比較すると、Ｎ2が「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35
交わり」「1.36 待遇」「1.53 生物」「1.55 動物」のときは両言語共に物名詞との組み合わせ
が見られないことが分かった。日本語も韓国語も「の」と「의」によって、「物名詞」と「1.10
事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.53 生物」「1.55 動物」が連
結されない傾向にあると推察される。 
日本語と韓国語の各項目ごとに出現率を比較した結果、出現率が 2 倍以上差が見られた
項目があった。韓国語に比べて日本語の出現率が 2 倍以上高い項目は 20 項目、「1.17 空間」
「1.13 様相」「1.23 人物」「1.20 人間」「1.51 物質」「1.32 芸術」「1.26 社会」「1.54 植物」
「1.33 生活」「1.56 身体」「1.11 類」「1.22 仲間」「1.30 心」「1.37 経済」「1.21 家族」「1.27
機関」「1.34 行為」「1.47 土地利用」「1.52 天地」「1.57 生命」であった。日本語に比べて
韓国語の出現率が 2 倍以上高い項目は 9 項目、「1.46 機械」「1.44 住居」「1.15 作用」「1.43




上位である 6 項目は「1.23 人物」「1.51 物質」「1.32 芸術」「1.26 社会」「1.54 植物」
「1.33 生活」で、韓国語が上位である 6 項目は「1.18 形」「1.14 力」「1.40 物品」「1.10








照らし合わせて検証を行った。原作で韓国語のＮ2が「1.10 事柄」「1.11 類」「1.12 存在」
「1.13 様相」「1.20 人間」「1.21 家族」「1.22 仲間」「1.23 人物」「1.25 公私」「1.26 社会」
「1.27 機関」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.34 行為」「1.35 交わり」「1.36 待遇」
「1.37 経済」「1.47 土地利用」「1.51 物質」「1.52 天地」「1.53 生物」「1.54 植物」「1.55
動物」「1.56 身体」「1.57 生命」は 0%の出現率であったので、翻訳形式「名詞＋(의)＋名
詞」(J→K)の翻訳率を確認した。すると、「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.20 人間」「1.21 家
族」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.52 天地」「1.53 生物」「1.55 動物」の翻訳
率も 0%であることが見受けられた。一方、日本語の原作では「1.20 人間」「1.21 家族」「1.52
天地」があり、その用例を見てもやはり日本語では「의(もしくは zero)」によって、「物
名詞」と「1.20 人間」「1.21 家族」「1.52 天地」が連結されていない。原作で日本語のＮ2
が「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.53 生物」「1.55
動物」は 0%の出現率であったので、翻訳形式「名詞＋の＋名詞」(K→J)の翻訳率を確認し
た。すると、「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.53 生物」
「1.55 動物」は全て翻訳率が 0%であることが見受けられた。「の」と「의」により結びつ
けられる名詞に差が生じるのではないかと予想してこのような分析を行った。翻訳形式「名
詞＋(의)＋名詞」(J→K)のＮ2 が「1.20 人間」「1.21 家族」「1.52 天地」の用例である
(11)(12)(13)の「男」「老婦人」「山」に意味的に対応する「namja」「nobubu」「san」があ
るにもかかわらず、対応し翻訳されていなかった。どのような理由で「의(もしくは zero)」
によって、「物名詞」と「1.20 人間」「1.21 家族」「1.52 天地」が連結されなかったか把握
は難しいが、これが日本語と韓国語の連結する名詞の相違によるものではないと見られる。
これから、用例が確認できた項目を除くと、日本語においては「物名詞」と「1.10 事柄」
「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.53 生物」「1.55 動物」が連結さ
れない傾向にあり、韓国語においては「物名詞」と「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」






まず、韓国語の場合である。韓国語原作で 2 倍以上高かった 9 項目の内、「1.14 力」「1.18
形」「1.40 物品」はＮ1が「物名詞」と結びつき易いと見られる。韓国語原作で出現率が 1/2
以下の 20 項目の内、「1.54 植物」「1.32 芸術」「1.22 仲間」「1.51 物質」「1.23 人物」「1.33
生活」「1.30 心」「1.56 身体」「1.20 人間」「1.21 家族」「1.52 天地」はＮ1が「物名詞」
と結びつき難いと見られる。韓国語原作では順位が上位の 6 項目の内、「1.11 類」「1.14
力」「1.18 形」「1.40 物品」はＮ1が「物名詞」と結びつき易いと見られる。韓国語原作で
は順位が下位の 6 項目の内、「1.54 植物」「1.32 芸術」「1.51 物質」「1.23 人物」「1.33 生
活」はＮ1が「物名詞」と結びつき難いと見られる。 
次は、日本語の場合である。日本語原作で 2 倍以上高かった 20 項目の内、「1.17 空間」
はＮ1が「物名詞」と結びつき易いと見られる。日本語原作で出現率が 1/2 以下の 9 項目の
内、「1.44 住居」「1.16 時間」「1.18 形」はＮ1が「物名詞」と結びつき難いと見られる。
日本語原作では順位が上位の 6 項目の内、Ｎ1が「物名詞」と結びつき易いと見られる項目
はなかった。日本語原作では順位が下位の 6 項目の内、「1.18 形」「1.10 事柄」「1.11 類」
「1.12 存在」はＮ1が「物名詞」と結びつき難いと見られる。 
 従って、韓国語で「物名詞」と結びつき易いと考えられるものは、「1.11 類」「1.14 力」
「1.18 形」「1.40 物品」である。韓国語で「物名詞」と結びつき難いと考えられるものは、
「1.20 人間」「1.21 家族」「1.22 仲間」「1.23 人物」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.51
物質」「1.52 天地」「1.54 植物」「1.56 身体」である。日本語で「物名詞」と結びつき易
いと考えられるものは、「1.17 空間」である。日本語で「物名詞」と結びつき難いと考え


















韓国語原作で 2 倍以上出現率が高かった項目で 33.33%、日本語原作で 2 倍以上出現率が高
かった項目で 5%、日本語原作で出現率が 1/2 以下の項目で 33.33%、韓国語に比べて日本語














4,179 例(68.66%)であった。Ｎ1が「場所名詞」の場合、「Ｎ1のＮ2」は用例数 944 例(10.43%)、
「Ｎ1의Ｎ2」は用例数 229 例(3.76%)であった。Ｎ1が「物名詞」の場合、「Ｎ1のＮ2」は用































































かになった特徴は 2 通りである。まず、日韓の原作の各項目(43 項目)ごとに出現率を比較

















 日韓のＮ1が「人名詞」「場所名詞」「物名詞」とＮ2の 43 項目との組み合わせておいて、










Ｎ1が「場所名詞」のときは原作で韓国語のＮ2が「1.11 類」「1.12 存在」「1.14 力」「1.35
交わり」「1.40 物品」「1.42 衣料」「1.43 食料」「1.55 動物」「1.56 身体」「1.57 生命」は
0%の出現率であったので、翻訳形式「名詞＋(의)＋名詞」(J→K)の翻訳率を確認した。す
ると、「1.12 存在」「1.14 力」「1.57 生命」の翻訳率も 0%であることが見受けられた。一方、
日本語の原作では「1.57 生命」があり、その用例を見てもやはり韓国語では「의(もしく
は zero)」によって、「場所名詞」と「1.57 生命」が連結されていない。「1.57 生命」の用
例である(2)の「維持」に意味的に対応する「yuji」があるにもかかわらず、対応し翻訳さ
れていなかった。原作で日本語のＮ2が「1.14 力」「1.53 生物」「1.57 生命」は 0%の出現率
であったので、翻訳形式「名詞＋の＋名詞」(K→J)の翻訳率を確認した。すると、「1.14




Ｎ1が「物名詞」のときは原作で韓国語のＮ2が「1.10 事柄」「1.11 類」「1.12 存在」「1.13
様相」「1.20 人間」「1.21 家族」「1.22 仲間」「1.23 人物」「1.25 公私」「1.26 社会」「1.27
機関」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.34 行為」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.37
経済」「1.47 土地利用」「1.51 物質」「1.52 天地」「1.53 生物」「1.54 植物」「1.55 動物」「1.56
身体」「1.57 生命」は 0%の出現率であったので、翻訳形式「名詞＋(의)＋名詞」(J→K)の
翻訳率を確認した。すると、「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.20 人間」「1.21 家族」「1.25 公
私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.52 天地」「1.53 生物」「1.55 動物」の翻訳率も 0%であ
ることが見受けられた。一方、日本語の原作では「1.20 人間」「1.21 家族」「1.52 天地」
があり、その用例を見てもやはり日本語では「의(もしくは zero)」によって、「物名詞」
と「1.20 人間」「1.21 家族」「1.52 天地」が連結されていない。「1.20 人間」「1.21 家族」
「1.52 天地」の用例である(11)(12)(13)の「男」「老婦人」「山」に意味的に対応する「namja」
「nobubu」「san」があるにもかかわらず、対応し翻訳されていなかった。原作で日本語の
Ｎ2が「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.53 生物」「1.55
動物」は 0%の出現率であったので、翻訳形式「名詞＋の＋名詞」(K→J)の翻訳率を確認し
た。すると、「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待遇」「1.53 生物」





き、日本語においては「物名詞」と「1.10 事柄」「1.12 存在」「1.25 公私」「1.35 交わり」
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「1.36 待遇」「1.53 生物」「1.55 動物」が連結されない傾向にあり、韓国語においては「物





















いと考えられるものは、「1.17 空間」「1.23 人物」「1.24 成員」「1.27 機関」である。日
本語で「人名詞」と結びつき易いと考えられるものは、「1.11 類」「1.17 空間」「1.27
機関」「1.24 成員」「1.44 住居」「1.45 道具」「1.46 機械」である。日本語で「人名詞」
と結びつき難いと考えられるものは、「1.10 事柄」「1.15 作用」「1.18 形」「1.35 交わり」
「1.54 植物」である。 
Ｎ1が「場所名詞」のときのＮ1とＮ2の難易度は、韓国語で「場所名詞」と結びつき易い
と考えられるものは、「1.13 様相」「1.15 作用」「1.19 量」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.52
天地」「1.54 植物」である。韓国語で「場所名詞」と結びつき難いと考えられるものは、
「1.12 存在」「1.13 様相」「1.26 社会」「1.32 芸術」「1.35 交わり」「1.38 事業」「1.40
物品」「1.43 食料」「1.54 植物」である。日本語で「場所名詞」と結びつき易いと考えら




時間」「1.22 仲間」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.50 自然」「1.51 物質」「1.52
天地」「1.53 生物」である。 
Ｎ1が「物名詞」のときのＮ1とＮ2の難易度は、韓国語で「物名詞」と結びつき易いと考
えられるものは、「1.11 類」「1.14 力」「1.18 形」「1.40 物品」である。韓国語で「物名詞」
と結びつき難いと考えられるものは、「1.20 人間」「1.21 家族」「1.22 仲間」「1.23 人物」
「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.51 物質」「1.52 天地」「1.54 植物」「1.56 身体」
である。日本語で「物名詞」と結びつき易いと考えられるものは、「1.17 空間」である。
日本語で「物名詞」と結びつき難いと考えられるものは、「1.10 事柄」「1.11 類」「1.12 存




























































































































































































































































































































39 1.41資材 「圭一のライター、geiichiui laiteo」 　該当なし
40 1.53生物 「己れの性、jasinui seong」 「主人公の男女、juingong namnyeo」
41 1.52天地 「人の海、salamui bada」 　該当なし
42 1.47土地利用 「アキのお墓、akiui mudeom」 　該当なし



























b.daedanhan jinboleul haeon geos gatado salamui maeumilago haneun geon maeum gipeun 
goseseoneun geudaji byeonhaji anhneunjido moleugessda.(세상의 중심 p.55) 
(1-2) 
a.田園の風景が人の心に喚起する憂鬱。(色彩を持たない p.119) 
b.jeonwon punggyeongi salam maeume bulleoileukineun uul. (색채가 없는 p.144) 
 









b.beomine daehan danseodo jabji moshan chae gyeongchal susaneun heomanghage 















































b.gyeongheomi issneun mumyeong baendeudeuleun telajono bujangeul bogjabhan 




b.gyeongchalgwan male ttaleumyeon, byeong e deun songalageun eolinai geosi 




b.songalagi yeoseos gaein pianiseuteu iyagileul deuleo boni yeobunui songalagi 




















b.akiui saengileun 12wol 17ilijanha.(세상의 중심 p.173) 
(3-2) 
a.朔ちゃんの誕生日は十二月二十四日ね。(世界の中心 p.174) 







b.oneul gitano seonsaengnimi oneun naliya?(공중정원 p.154) 
 











b.juchajange uchidaui waegeoni seo isseossda.(공중그네 p.90) 
(4-2) 
a.一矢は修吉の車に飛び乗って走り出した。(ラストソング p. 265) 
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b.kajeuyaneun syukichiui chalo ttwieodeuleo jiljuhagi sijaghaessda. 
(라스트송 p.262) 
(4-3) 
a.そのときちょうど麗子の携帯が着メロを奏でた。(謎解きはディナーのあとで p. 48) 
b.geuttae machim leikoui hyudaejeonhwaga mellodileul yeonjuhagi 
sijaghaessda.(수수께끼 p. 61) 
 
(4-1)と(4-2)と(4-3)の「内田のワゴン、修吉の車、麗子の携帯→uchidaui waegeon、






b.syuga tan bihaenggineun seulseul hukuoka gonghang hwaljuloe naelyeoseol 
mulyeobilkkayo.(라스트송 p.294) 
 



















b.jeoneun yuliui chingugo. gedaga hyeonjig hyeongsaibnida.(수수께끼 p.193) 
(5-3) 
a.アキには、高校生の恋人がいるという噂だった。(世界の中心 p.20) 









b.syuwa majbuteo ssaul seonsuleul eungwonhaneun salamdeuleun syuga jigileul balal 
geosigo, geu jungeneun han bange nagatteoleojigileul gidaehaneun salamdo isseul 
geosida.(리틀바이리틀 p.44) 
 















b.geu yeojaui gagee dosioleul deligo gan geosdo jeobnida. malhajamyeon du salameul 






b.pihaejaui geunmujineun eodiyeossji?(수수께끼 p.219) 
(6-4) 
a.またしても伊良部の病院に足が向いてしまった。(空中ブランコ p.96) 
b.jagido moleuge ilabu byeongwoneulo balgili hyanghaessda.(공중그네 p.52) 
(6-5) 
a.拓ちゃんの幼稚園は決めたの?(空中ブランコ p.125) 
b.dakujjang yuchiwoneun gyeoljeonghaessni?(공중그네 p.145) 
 
(6-1)と(6-2)と(6-3)と(6-4)と(6-5)の「修吉の事務所、彼女の店、被害者の勤め先、
伊良部の病院、拓ちゃんの幼稚園→syukichiui samusil、yeojaui gagee、pihaejaui 






b.eommaga ilhaneun chilyowoneneun yeonbaeui sonnimi manhdaneun yaegileul deuleun 












b.syujineun geiichiui dambaee buleul butyeojudeoni, geuleoneun gime jasinui 






b.sseukuluui haiboleun ajig banjjeum namassda.(색채가 없는 p.48) 
(7-3) 
a.少し冷めていたが、母のお弁当はよく出来ていた。(リトルバイリトル p.117) 

























b.junghaggyo sam hagnyeon keuliseumaseu jeueume akiui haggeub damimideon yeoja 













b.goheiga soghan seokeoseudaneseoneun jungyeoseo geuleohge buleunda. 
(공중그네 p.80) 
 












































































































































39 1.55動物 「yeojongdeului jongma、女奴妹たちの裸馬」
40 1.27機関 「byeongsaui budae、兵士の部隊」





































a.yeojaui maeumeun gin meolikalaggwa hamkke balame nallyeossda.(국화꽃 향기 p.116) 
b.怖いた女の心は、長い髪と共に風に吹かれた。(菊花の香り p.95) 
(9-2) 













































a.seunguga dasi sangun pyegyoe naelyeoon geoseun jucheol seonbaeui jeonhwa 




a.seunguga peulogeulaemeul junbihago isseul ttae mijuui paegseuga dochaghaessda. 
(국화꽃 향기 p.129) 
b.スンウがプログラムを準備しているとミジュから FAX が送られた。(菊花の香り p.104) 
(10-5) 
a.myeoch beonina geunyeoui pyeonjileul ilgeumyeo nunmuleul heullyeosseumyeonseodo. 












a.eotteon malgwa haengdongeul hadeun gugimsali eobsgo eumseubhan geulimjaga 





a.ileon sanghwangi ileonal ttaemada bulgati hwaleul naessdeon abeojiui seonggyeogeul 














a.ttaee ttalaseoneun geuleon maldeuli je jasinui mimoleul jalanghaneun yuchihan 
mallo deullil sudo issgessjiman mwolalkka hyewaneul eonnicheoleom daehaneun magnae 
dongsaengui bunwigiga baeeo isseoseo hyewaneun jasindo moleuge misoleul 












a.hajiman geu daeum sanghwangeul gyeondyeo jasinui gwageo ttaemune ttodasi 
ilbangjeogeulo gujeongmuleul dwijibeosseun deushan neukkimeul gajyeoya 
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a.ileohge swilsaeeobsi bakkwigeonman, geu galyeonhan holeomeonineun adeului 
janglaeleul chuhodo uisimhaji anhassda.(아홉살 인생 p.205) 
b.こんな具合に目標がころころ変わっても、哀れな老母は息子の未来を爪の先ほども疑わ







a.seunguui majimag eumag bangsongi issneun nalieossda.(국화꽃 향기 p.79) 
b.スンウにとって最後の放送日だった。(菊花の香り p.225) 
 







a.mijuneun nuneul gamgo seunguui nolaeleul deuleossda.(국화꽃 향기 p.81) 
b.ミジユは瞼を閉じてスンウの歌を聴いた。(菊花の香り p.64) 
(13-2) 
a.yojeum jeolmeun jaggadeului soseoleneun mujeoljehan seongi pilyo isangeulo 


















a.i bulseongsilhan wolgeubgigyeneun hagsaengdeului geulim gaunde joheun geulimeul 
seonbyeolhae jechulhaneun choesohanui seonguimajeodo eobseossda.(아홉살 
인생 p.144) 
b.この不誠実な給料マシーンには、集めた絵の中からうまく措けているものを選び出すと
いう最低限の誠意すらなかった。(9 歳の人生 p.131) 
 








a.gwangdaebeoseosui jeubeul masigo mangjaui yeonghoneul buleuneun indieon 
yeongmaecheoleom hongonhan hwangagui sangtaelo ppajyeodeulmyeo eoneusae mom gakkai 





a.inganui soliga dahji anhneun goseseo maeuleul ilueo salgo issneun 








a.susulsil aneseo bappi umjigineun salamdeului soliga saeeo nawassda. 
(국화꽃 향기 p.17) 
b.手術室の中から人が忙しく動く音が漏れてきた。(菊花の香り p.13) 
 
 しかし、(14-3)の「bappi umjigineun salamdeului soliga saeeo nawassda.→人が忙し
く動く音が漏れてきた。」も「主体(Ｎ1) 生産物(Ｎ2)」の意味関係と思われるが、対応し
ない。(14-2)の「inganui soliga dahji anhneun goseseo maeuleul ilueo salgo issneun
→人間の音が届かない場所で、群れを成して暮らしている」は「主体(Ｎ1) 生産物(Ｎ2)」
であり、対応して翻訳されている。(14-3)の「bappi umjigineun salamdeului soliga saeeo 
nawassda.」では主体(Ｎ1)が出す音(Ｎ2)がどんなものか、それが人間のどの部分から出て







a.geuui jonjaega mimihal ttae geuneun jayulobge yeogijeogileul doladanimyeo 




a.yeongseogui gyeoten eonjena anaeui jonjaega geulimjacheoleom ttalabuteo issdaneun 










a.geuleona geuleon appaui sosigeul deudgido jeone eunsuneun jeongdeuleossdeon 











た用例を比較してＮ1とＮ2の意味関係を考察した。6.2.1 と 6.2.2 で見受けられたことを











2 1.31言語 発話者(Ｎ1)－その発話(Ｎ2) Ｎ1はＮ2を特徴付けている（会話）
3 1.16時間 Ｎ2は主体(Ｎ1)が生まれた時間 Ｎ2はＮ1が来る、訪れる時間
4 1.46機械 所有者(Ｎ1)－所有物(Ｎ2) Ｎ2は乗り物





7 1.43食料 所有者(Ｎ1)－所有物(Ｎ2) Ｎ1がＮ2を生産する
8 1.27機関 主体(Ｎ1)－所属団体(Ｎ2) Ｎ1がＮ2において果たす役割が考えにくい
「Ｎ1のＮ2」の意味関係
1体の類 対応する 対応しない
9 1.30心 主体(Ｎ1)－その精神的な思い(Ｎ2) Ｎ1が精神的思い(Ｎ2)の対象
10 1.31言語 発話者(Ｎ1)－その発話(Ｎ2) Ｎ2が媒体
11 1.13様相 所有者(Ｎ1)－被所有者(Ｎ2) Ｎ1がＮ2の様態(분위기(雰囲気))






























































































































「名古屋の関山さん、nagoyaui sekiyama seonsu 」
「ステージの修吉、mudaeui syukichi」






























































































32 1.11類 「街のシンボル、maeului sangjing」 「学校のレベル、haggyo sujun」
33 1.40物品 「ベランダの洗濯物、belandaui ppallae」 　該当なし




36 1.12存在 　該当なし 　該当なし
37 1.15作用 　該当なし 「学校の帰り、hagyo gil」
38 1.19量 　該当なし 「オフィスの電話番号、samusil beonho」
39 1.42衣料 「弁当屋の前掛け、dosilag gageui apchima」 　該当なし
40 1.56身体 「薔薇園の死体、jangmiwonui siche」 　該当なし
41 1.14力 　該当なし 　該当なし
42 1.53生物 　該当なし 　該当なし










b.algo bomyeon geuttae kkaji hadeon aleubaiteuwa byeolban daleul ge eobsneun 









b.chodeunghaggyo gyosainji mwonjileul hago issneun namjayeossda. 
(세상의 중심 p.38) 
(16-4) 
a.こんなところで高校の先輩に逢うなんて(津軽食堂 p.53) 


































b.jubyeon salamdeuleun gwamughago mwonga teugihan ‘dokyoeseo on daehagsaeng’ ege 
chinjeolhaessgo, naoneun sigsado gansohagineun hajiman jiyeogui sinseonhan sigjaelyolo 
mandeuleo masisseossda． 
(색채가 없는 p.92) 
 















b.laibeu hauseu ili kkeutnago, ulineun geuncheo suljibeseo jocholhage chugbaeleul 
deuleossda.(라스트송 p.183) 
 

















b.han beondo bon jeogi eobsneun gageui aiseukeulimieossda.(공중정원 p.177) 
(18-2) 
a.やっぱりこの食堂の蕎麦喰うとホッとするな(津軽食堂 p.205) 
b.yeogsi i sigdang memilgugsuleul meogeumyeon maeumi pyeonan haejindan 







b.dokyoeseo meogneun gugsuwaneun wanjeonhi daleujimantpyeogsi masissda.(쓰가루 
식당 p.186) 
 















































































22 1.54植物 「sanui namudeul、山の木々」








27 1.37経済 「goeului jaemul、郡の財産」
28 1.38事業 「deungtabui cheongso、灯塔の掃除」
29 1.19量 「deungdaeui gachi、灯台の価値」
30 1.27機関 「goeului gwana、各郡の官庁」
31 1.34行為 「deungdaeui wisin、灯台の威信」



















































た用例を比較してＮ1とＮ2の意味関係を考察した。6.3.1 と 6.3.2 で見受けられたことを




























17 1.33生活 仕事場(Ｎ1)-そこでの仕事(Ｎ2) Ｎ1は場所を特定しにくい
18 1.43食料 場所(Ｎ1)-そこで作られる食べ物(Ｎ2) Ｎ1ではどこでＮ2を食べるかを特定しにくい
「Ｎ1のＮ2」の意味関係
1体の類 対応する 対応しない





















































7 1.24成員 「漁船の漁師、eoseonui eobu」
「ラジオのディレクター、bangsonggug peulodyuseo」
「タクシーの運転手、taegsi unjeonsa」













11 1.20人間 　該当なし 　該当なし























19 1.54植物 　該当なし 「バルーンのりんご、pungseon sagwa」
20 1.16時間 「オイルライターの場合、oil laiteoui gyeongu」 「電車の時間、yeolcha sigan」
21 1.19量 「車の速度、chaui sogdo」 「テレビのチャンネル、tibi chaeneol」
22 1.33生活 「拳銃の不法所持、gwonchongui bulbeob soji」 「空中ブランコのキャッチ、gongjunggeune kaechi」
23 1.56身体 　該当なし 「ズボンの尻、baji eongdeongi」
24 1.11類 「空中ブランコの基本、gongjunggeuneui gibon」 「パソコンの電源、keompyuteo jeonwon」
25 1.22仲間 「学生服の群れ、gyobog chalimui muli」 「携帯の持ち主、hyudaejeonhwa juin」


























b.banganeneun laempeuui yeoli gadeughaessda.(세상의 중심 p.127) 
(20-2) 
a.懐中電灯の光が、突き当たりの壁をぼんやり照らしだしていた。(世界の中心 p.128) 




b.eolgule gajyeoda daeni seje naemsaewa hamkke huimihage geunyeoui naemsaega 
nassda.(세상의 중심 p.166) 
 
 
31 1.21家族 　該当なし 　該当なし
32 1.27機関 　該当なし 「空中ブランコのチーム、gongjunggeune tim」
33 1.34行為 　該当なし 「ギターの腕、gita somssi」
34 1.47土地利用 「電車のホーム、jeoncheolui peullaespom」 　該当なし
35 1.52天地 　該当なし 　該当なし
36 1.57生命 　該当なし 「注射の痛み、jusa tongjeung」
37 1.10事柄 　該当なし 　該当なし
38 1.12存在 　該当なし 　該当なし
39 1.25公私 　該当なし 　該当なし
40 1.35交わり 　該当なし 　該当なし
41 1.36待遇 　該当なし 　該当なし
42 1.53生物 　該当なし 　該当なし
43 1.55動物 　該当なし 　該当なし












b.eodingaeseo jeonhwa belsoliga ullyeossda.(공중정원 p.217) 
 
(20-1)と(20-2)と(20-3)と(20-4)の「ランタンの熱、laempeuui yeoli」「懐中電灯の光、








































































10 1.16時間 「sseulegitongui ibjang、ゴミ箱の立場」 2
11 1.18形 「hwabyeongui janhae、花ぴんのかけら」 2
12 1.14力 「hwilcheeoui wilyeog、車椅子の威力」 1
13 1.24成員 「jebogui gyeongchal、制服の警官」 1
14 1.31言語 「eoseonui iyagi、漁船の話」 1
15 1.38事業 「baljeongiui suli、発電機の修理」 1





18 1.10事柄 　該当なし 0
19 1.11類 　該当なし 0
20 1.12存在 　該当なし 0
21 1.13様相 　該当なし 0
22 1.20人間 　該当なし 0
23 1.21家族 　該当なし 0
24 1.22仲間 　該当なし 0
25 1.23人物 　該当なし 0
26 1.25公私 　該当なし 0
27 1.26社会 　該当なし 0
28 1.27機関 　該当なし 0
29 1.30心 　該当なし 0
30 1.32芸術 　該当なし 0
31 1.33生活 　該当なし 0
32 1.34行為 　該当なし 0
33 1.35交わり 　該当なし 0
34 1.36待遇 　該当なし 0
35 1.37経済 　該当なし 0
36 1.47土地利用 　該当なし 0
37 1.51物質 　該当なし 0
38 1.52天地 　該当なし 0
39 1.53生物 　該当なし 0
40 1.54植物 　該当なし 0
41 1.55動物 　該当なし 0
42 1.56身体 　該当なし 0



























用例 1体の類 対応する 対応しない
























































































  日本語 韓国語 
全体の「の」「의」 9,825 100% 6,121 100% 
「の」「의」1 回 9,048 92.09% 6,088 99.46% 
「の」「의」2 回 726 7.39% 33 0.54% 
「の」「의」3 回 48 0.49% 0 0% 
「の」「의」4 回 3 0.03% 0 0% 
 
 <表 71>は本研究のデータから全ての「の」と「의」の合計と「の」と「의」が 1 回から
4 回まで現れた用例をカウントしたものである。まず、日本語の全体の「の」の数は 9,825
例であり、「の」が 1 回は 9,048 例、2 回現れる形式59は 726 例、3 回現れる形式は 48 例、
4 回現れる形式は 3 例見つかった。次に、韓国語の全体の「의」の数は 6,121 例であり、
「의」が 1 回は 6,088 例、2 回現れる形式は 33 例、見つかった。3 回と 4 回の現れは見ら
れなかった。このように本研究のデータからは「の」に比べて「의」は現れにくいことが
分かる。そして、日本語と韓国語の全体の「の」と「의」を 100%と設定し、「の」と「의」
が 1 回介在から 4 回介在はどのぐらいの割合を示すかを見た。日本語の場合、「の」が 
1 回介在は 92.09%、2 回介在は 7.39%、3 回介在 0.49%、4 回介在 0.03%であった。韓国語の





















7.2 原作での「の」と「의」が 2 回以上現れる形式の対照 
 
 原作のデータを日韓で比較するため、「の」と「의」が 2 回以上現れる形式により連結し
た名詞を国立国語研究所(2004)『分類語彙表』に基づき分類した結果、以下の<表 72>のよ
うに「の」と「의」が 2 回現れる形式で共通した名詞類の結合が見られた。 
 
<表 72>日韓原作の共通した形式(「の」、「의」が 2 回現れる形式) 
  共通した形式 韓国語 日本語 
1 1.16 時間＋1.20 人間＋1.30 心 1 2 
2 1.17空間＋1.23人物＋1.56身体 1 1 
3 1.21家族＋1.56身体＋1.17空間 1 2 
4 1.23人物＋1.56身体＋1.15作用 1 1 
  合計 4 6 
 









(3)yeonhaui namjaui salangeun geuli deumun ildo anijiman, geulaedo gogaeleul  
（年下の男性の愛） 
gyausgeolige haneunbubuni isseossda.(국화꽃 향기 p.69) 
 
(1)(2)(3)はＮ1 の時間にいる人名詞Ｎ2 が中心語Ｎ3 を修飾する用例である。これらの用









「1.17 空間＋1.23 人物＋1.56 身体」 
(4)運転席の影山の顔は、後部座席からはよく見えないが、声の調子は真剣そのものだ。(謎
解き p.239) 
(5)hyewanui gin sumsoliga kkeutnal mulyeob siteu mitui yeongseonui momttungiga jamsi 
kkumteuldaeneunge boyeossda.           (下のヨンソンの体) 
(무소의 뿔 p.50) 
 










(8)beoseue tan hyewaneul ollyeoda bomyeonseo imi 10nyeondo deo ibeoseo hyewanui 
nuneneun eomeoniui momui ilbucheoleom neukkyeojin geu seuweteoleul ibgoseo  
(母の体の一部) 
eomeonineun malhaessda.(무소의 뿔 p.291) 
 







「1.23 人物＋1.56 身体＋1.15 作用」 
(9)yeojaga eobseumyeon seungudo ttal jumido himdeulgo bulhaenghal geolago 
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saenggaghan mijuui gaseumui sangcheo gataseo seunguneun gaseumi apeuge jeolyeo 









う。また、「sangcheo(傷)」「鼓動」は「Ｎ1 とＮ2」の作用を表し、Ｎ2 とＮ3 の関係は山梨












7.3「の」と「의」が 2 回以上現れる形式の対照 
 











<表 73>日韓の対訳本での「の」と「의」2 回現れる形式の翻訳形式 
 
「の」と「의」が 2 回現れる形式は名詞が「Ｎ1＋Ｎ2＋Ｎ3」と 3 つ繋がることになる。
だが、翻訳を見ると 3 つの名詞が並列に翻訳されない用例が見られた。それらを「その他」
に分類した。「Ｎ1のＮ2のＮ3」の翻訳では 294 例、40.50%が「その他」に含まれる。また、
「Ｎ1의Ｎ2의Ｎ3」の翻訳では 19 例、57.58%が「その他」に分類される。 
「Ｎ1 のＮ2 のＮ3」の翻訳では「名詞＋의＋名詞＋의＋名詞」、「Ｎ1 의Ｎ2 의Ｎ3」の翻訳
では「名詞＋の＋名詞＋の＋名詞」が見られ、用例の回数と出現率を見ると「名詞＋의＋
名詞＋의＋名詞」翻訳形式は全体 726 例の内 12 例、1.65%で、「名詞＋の＋名詞＋の＋名詞」
翻訳形式は全体 33 例の内 14 例、42.42%である。この翻訳形式はお互い対応して翻訳され
た形式と言えるだろう。だが、出現率を比較すると 1.65%と 42.42%で差が見られた。従っ
て、「의」の 2 回現れる形式が日本語翻訳(K→J)でも「の」の 2 回現れる形式となる方が「の」
が 2 回現れる形式を韓国語「의」が現れる形式に翻訳するよりその可能性が高いと思われ





 次は「の」が 3 回現れる形式の翻訳形式を<表 74>にまとめたものである。 
 
<表 74>「の」3 回が現れる形式の翻訳形式 
 
                                                             
62 <表73>2、3、4の翻訳形式のことである。 
翻訳形式(J→K) 翻訳形式
1 名詞＋의＋名詞＋의＋名詞 12 1.65% 名詞＋の＋名詞＋の＋名詞 14 42.42%
2 名詞＋의＋名詞＋名詞 174 23.97%
3 名詞＋名詞＋名詞 140 19.28%
4 名詞＋名詞＋의＋名詞 106 14.60%
5 その他 294 40.50% その他 19 57.58%






1 名詞＋名詞＋의＋名詞＋의＋名詞 1 2.08%
2 名詞＋名詞＋의＋名詞＋名詞 7 14.58%
3 名詞＋의＋名詞＋名詞＋名詞 5 10.42%
4 名詞＋名詞＋名詞＋名詞 3 6.25%
5 名詞＋名詞＋名詞＋의＋名詞 2 4.17%







が 3 回現れる形式の翻訳形式を考察する。「の」が 3 回現れる形式は名詞が「Ｎ1＋Ｎ2＋ 
Ｎ3＋Ｎ4」と 4 つ繋がることになるが、翻訳形式を見ると「의」を用いるかどうかにかか
わらず、その 4 つの名詞各々に対し、対応する韓国語を用いて翻訳されている用例が計 18
例 37.50%であったのに対し、そうでないものは(「その他」に分類)は 30 例、62.50%であ




次は、「の」が 4 回現れる形式の翻訳形式である。それを<表 75>に表した。 
 
<表 75>「の」4 回現れる形式の翻訳形式 
 
 
「の」が 4 回現れる形式は名詞が「Ｎ1＋Ｎ2＋Ｎ3＋Ｎ4＋Ｎ5」と 5 つ繋がることになる
が、翻訳形式を見ると 5 つの名詞で翻訳されない用例が見られた。それは「その他」と分
類している。「その他」の翻訳率は 67%である。「の」が 4 回現れる形式でも「の」が 3 回
現れる形式と同じく名詞と名詞の間に「의」が全て介在した「名詞＋의＋名詞＋의＋名詞
＋의＋名詞＋의＋名詞」は見つからなかった。「Ｎ1＋Ｎ2＋Ｎ3＋Ｎ4＋Ｎ5」の 5 つの名詞を
用いて翻訳された形式は 1 例あった。 
 以上で「の」と「의」が 2 回、3 回、4 回現れる形式がどのように翻訳されているかを見
た。「の」と「의」の数が多くなるにつれ、翻訳される可能性は低くなる傾向が見られた。







ず、「Ｎ1のＮ2のＮ3」(「の」が 2 回現れる形式)と「Ｎ1의Ｎ2의Ｎ3」(「의」が 2 回現れ
る形式)の全てのデータの量は「Ｎ1のＮ2のＮ3」が 726 例、「Ｎ1의Ｎ2의Ｎ3」が 33 例であ
翻訳形式
1 名詞＋名詞＋名詞＋名詞＋名詞 1 33%







Ｎ3」が 13 例である。従って、全てのデータ数に対し、「Ｎ1のＮ2のＮ3」が 40.35％、「Ｎ1의
Ｎ2의Ｎ3」が 39.39％の出現率となる。また、「Ｎ1のＮ2のＮ3のＮ4」(「の」が 3 回現れる
形式)の全てのデータの量は 48 例である。その中で、Ｎ1が「人名詞」である用例数は 17
例であった。従って、全てのデータ数に対し、「Ｎ1のＮ2のＮ3のＮ4」が 35.41%の出現率と
なる。一方、韓国語は該当例が見られなかった。さらに、「Ｎ1のＮ2のＮ3のＮ4のＮ5」(「の」






























<表 76>「の」と「의」が 2 回現れる形式においての「Ｎ1＋Ｎ2＋Ｎ3」の組み合わせ(Ｎ1
は「人名詞」) 
N1 N2 N3 回数 N1 N2 N3 回数 N1 N2 N3 回数
1 1.11類 1 72 1.11類 3 1 1.50自然 1
2 1.30心 1 73 1.12存在 2 2 1.30心 1
2 1.11類 3 1.24成員 1 74 1.17空間 12 2 1.16時間 3 1.37経済 1
3 1.13様相 4 1.31言語 1 75 1.19量 1 3 1.19量 4 1.43食料 1
5 1.33生活 1 76 1.21家族 1 5 1.21家族 1
6 1.50自然 1 77 1.26社会 1 6 1.56身体 1
7 1.11類 1 78 1.30心 4 7 1.17空間 1
8 1.13様相 1 79 1.31言語 3 8 1.19量 1
9 1.15作用 1 80 1.34行為 1 9 1.30心 1
10 1.19量 1 81 1.40物品 1 10 1.44住居 1
11 1.20人間 1 82 1.44住居 1 11 1.10事柄 1
12 1.21家族 1 83 1.50自然 1 12 1.33生活 1
13 1.22仲間 1 84 1.51物質 1 13 1.40物質 1
14 1.30心 1 85 1.10事柄 1 7 1.36待遇 14 1.30心 1
15 1.31言語 3 86 1.15作用 1 8 1.46機械 15 1.41資材 1
16 1.32芸術 1 87 1.17空間 4 16 1.15作用 1
17 1.33生活 1 88 1.30心 1 17 1.17空間 1
18 1.34行為 2 89 1.10事柄 1 10 1.57生命 18 1.12存在 1
19 1.52天地 1 90 1.13様相 2 18
20 1.14力 1 91 1.21家族 1
21 1.17空間 1 92 1.32芸術 1
22 1.21家族 1 93 1.13様相 1
23 1.23人物 1 94 1.16時間 5
24 1.31言語 1 95 1.17空間 1
25 1.44住居 2 96 1.30心 1
26 1.45道具 1 97 1.31言語 1
27 1.50自然 1 98 1.45道具 1
28 1.52天地 1 99 1.56身体 1
29 1.56身体 1 100 1.12存在 1
30 1.15作用 1 101 1.15作用 1
31 1.17空間 1 102 1.23人物 1
32 1.21家族 1 103 1.16時間 1
33 1.56身体 3 104 1.19量 1
34 1.21家族 1 105 1.31言語 1
35 1.30心 1 22 1.36待遇 106 1.17空間 2
36 1.31言語 1 23 1.38事業 107 1.19量 1
37 1.10事柄 1 108 1.17空間 1
38 1.13様相 1 109 1.42衣料 1
39 1.20人間 1 25 1.41資材 110 1.41資材 1
40 1.30心 2 111 1.10事柄 2
41 1.31言語 2 112 1.17空間 4
42 1.43食料 1 113 1.31言語 1
43 1.44住居 1 114 1.42衣料 1
44 1.47土地利用 1 115 1.56身体 2
45 1.17空間 1 27 1.43食料 116 1.50自然 1
46 1.31言語 3 117 1.10事柄 1
47 1.46機械 1 118 1.17空間 15
48 1.17空間 1 119 1.18形 1
49 1.24成員 1 120 1.19量 2
50 1.56身体 1 121 1.26社会 2
51 1.23人物 1 122 1.31言語 1
52 1.27機関 1 123 1.41資材 5
53 1.31言語 1 124 1.42衣料 1
54 1.42衣料 1 125 1.44住居 20
55 1.56身体 1 126 1.46機械 1
56 1.17空間 6 127 1.17空間 2
57 1.19量 2 128 1.30心 1
58 1.20人間 1 129 1.31言語 1
59 1.21家族 1 130 1.41資材 1
60 1.26社会 1 131 1.17空間 1
61 1.30心 1 132 1.19量 1
62 1.44住居 4 133 1.50自然 1
63 1.46機械 1 134 1.17空間 1
64 1.47土地利用 2 135 1.42衣料 1
65 1.17空間 5 136 1.15作用 1
66 1.19量 1 137 1.17空間 40
67 1.22仲間 1 138 1.18形 1
68 1.24成員 2 139 1.19量 3
69 1.31言語 1 140 1.30心 1
70 1.40物品 1 141 1.33生活 1





































































































Ｎ2 1.25公私 1.35交わり 1.36待遇 1.38事業
Ｎ3 1.12存在 1.14力 1.18形 1.47土地利用 1.51物質 1.52天地
Ｎ2 1.16時間 1.21家族 1.36待遇 1.46機械 1.57生命





 日本語のＮ2とＮ3を比較すると、Ｎ2に現れている「1.25 公私」「1.35 交わり」「1.36 待
遇」「1.38 事業」はＮ3には現れていない。そして、Ｎ3に現れている「1.12 存在」「1.14
力」「1.18 形」「1.47 土地利用」「1.51 物質」「1.52 天地」はＮ2には現れていない。韓国語
のＮ2とＮ3を比較するとＮ2に現れている「1.16 時間」「1.21 家族」「1.36 待遇」「1.46 機
械」「1.57 生命」はＮ3には現れていない。また、Ｎ3に現れている「1.10 事柄」「1.12 存










が 2 回現れる形式においての翻訳形式を<表 79>にまとめた63。 
 










                                                             
63 翻訳全体の「の」と「의」が 2 回現れる形式の翻訳形式において説明を述べたので、ここで
は説明を省略する。以下のＮ1が「場所名詞」「物名詞」も同様である。 
翻訳形式 翻訳形式
1 名詞＋의＋名詞＋의＋名詞 5 1.71% 名詞＋の＋名詞＋の＋名詞 7 38.89%
2 名詞＋의＋名詞＋名詞 105 35.84%
3 名詞＋名詞＋의＋名詞 28 9.56%
4 名詞＋名詞＋名詞 27 9.22%
5 その他 128 43.69% その他 11 61.11%











れた。それは「人名詞＋1.56 身体＋1.17 空間」と「人名詞＋1.56 身体＋1.15 作用」であ
る。 
まず、「人名詞＋1.56 身体＋1.17 空間」の日本語は「彼女の瞳のなか→geunyeoui 
nundongja an」「女性の頭のてっぺん→yeojaui meoli kkogdaegi」「麗子の指の間→leikoui 
songalag sai」「リタの腕の中→litaui pal an」「会葬者の頭の向こう→chamseogjadeului 











彼女のアリバイの有無 geunyeoui allibaiui yumu 1.20人間＋1.30心＋1.12存在 geuui abeojiui saengmo 彼の父の生母 1.20人間＋1.21家族＋1.21家族
父の青春の地 abeojiui cheongchunui ttang 1.21家族＋1.16時間＋1.52天地 geuui gajeongsaenghwalui bigeug 彼の家庭生活の悲劇 1.20人間＋1.33生活＋1.33生活
影山の一連の動作 gageyamaui illyeonui dongjag 1.23人物＋1.15作用＋1.33生活 eomeoniui momui ilbu 母の体の一部 1.21家族＋1.56身体＋1.17空間
部族の神話上の祖先 bujogui sinhwasangui seonjo 1.23人物＋1.32芸術＋1.21家族 mijuui gaseumui sangcheo ミジユの胸の傷 1.23人物＋1.56身体＋1.15作用
圭一のライターのガス geiichiui laiteoui gaseu 1.23人物＋1.45道具＋1.41資材 nobideului chulsaengui bimil 奴脾の出生の秘密 1.23人物＋1.57生命＋1.12存在
『分類語彙表』による分類
彼女の瞳のなか geunyeoui nundongja an 1.20人間＋1.56身体＋1.17空間
女性の頭のてっぺん yeojaui meoli kkogdaegi 1.20人間＋1.56身体＋1.17空間
麗子の指の間 leikoui songalag sai 1.23人物＋1.56身体＋1.17空間
リタの腕の中 litaui pal an 1.23人物＋1.56身体＋1.17空間
会葬者の頭の向こう chamseogjadeului meoli neomeo 1.24成員＋1.56身体＋1.17空間
つくるの心臓の鼓動 sseukuluui simjang godong 1.23人物＋1.56身体＋1.15作用
自分の家の離れ jasinui jib byeolchae 1.20人間＋1.25公私＋1.44住居
男女の恋愛の話 namnyeoui yeonae iyagi 1.20人間＋1.30心＋1.31言語
少年の言葉の中 sonyeonui mal sog 1.20人間＋1.31言語＋1.17空間
女性の部屋の鍵 yeojaui jib yeolsoe 1.20人間＋1.44住居＋1.41資材
娘の将来の夫 ttalui janglae nampyeon 1.21家族＋1.16時間＋1.21家族
アカの現在の状況 akaui hyeonjae sanghwang 1.23人物＋1.16時間＋1.13様相
犯人の本当の目的 beominui jinjja mogjeog 1.24成員＋1.10事柄＋1.11類
『分類語彙表』による分類
自分のなかの力 jagi anui him 1.20人間＋1.17空間＋1.14力
自分たちの部族の始祖 jasindeul bujogui sijo 1.20人間＋1.23人物＋1.24成員
姉さんの部屋の扉 eonni bangui mun 1.21家族＋1.44住居＋1.44住居
アキの両親の会話 aki bumonimui daehwa 1.23人物＋1.21家族＋1.31言語
野崎さんの会社の社長さん nojaki ssi hoesaui sajangnim 1.23人物＋1.26社会＋1.24成員
キャッチャーの内田の手 kaecheo uchidaui son 1.24成員＋1.23人物＋1.56身体
『分類語彙表』による分類
あいつの胃袋の中 geu nom bae sog 1.20人間＋1.56身体＋1.17空間
かみさんの腹の中 manula bae sog 1.21家族＋1.56身体＋1.17空間
彼女の家の電話 geunyeo jib jeonhwa 1.20人間＋1.25公私＋1.46機械
友だちの家の近く chingu jib geuncheo 1.22仲間＋1.25公私＋1.17空間


















b.litaui pal aneseon heubsa gasnanagina daleum eobsneun kajeuya. leseulleoui geochin 






b.apjwaseoge anja issneun chamseogjadeului meoli neomeolo akiui moseubeul 









b.duljjaeneun jigeum manula bae sogeseo muleogmuleog jal jala 9wole chulsan 
yejeongiya.(색채 p.189) 
 






a.beoseue tan hyewaneul ollyeoda bomyeonseo imi 10nyeondo deo ibeoseo hyewanui 
nuneneun eomeoniui momui ilbucheoleom neukkyeojin geu seuweteoleul ibgoseo 




 また、「人名詞＋1.56 身体＋1.15 作用」の日本語は「つくるの心臓の鼓動→ 





b.geuleona jalmos bon jul alasseumyeonseodo sseukuluui simjang godongeun jajadeulji 
anhassda.(색채 p.278) 
 
韓国語の用例は「mijuui gaseumui sangcheo→ミジユの胸の傷」である。 
 
(21) 
a. yeojaga eobseumyeon seungudo ttal jumido himdeulgo bulhaenghal geolago 
saenggaghan mijuui gaseumui sangcheo gataseo seunguneun gaseumi apeuge jeolyeo 


















 Ｎ1が人名詞のとき、日本語の場合、Ｎ2は 27 項目、Ｎ3は 31 項目の名詞類が見られた。
韓国語の場合、Ｎ2は 4 項目、Ｎ3は 5 項目の名詞類が見られた。国立国語研究所(2004)『分
類語彙表』の「1 体の類」は 43 項目の名詞類に分類されていて、「の」と「의」の 2 回現
れる形式の 3 つの名詞の組み合わせに全ての項目が現れてもおかしくないと思えるが、こ
の結果によると「の」と「의」の 2 回現れる名詞類は限定されると推測される。 
 次に「の」が 3 回現れる形式、即ち、4 つの名詞が連結したものの翻訳形式を見ると、
以下の<表 82>のようになる。 
 
<表 82>Ｎ1が「人名詞」の場合、「の」が 3 回現れる形式の翻訳形式 
 
1 1.10事柄 1 1.10事柄 1 1.21家族 1 1.12存在
2 1.11類 2 1.11類 2 1.33生活 2 1.15作用
3 1.15作用 3 1.12存在 3 1.56身体 3 1.17空間
4 1.16時間 4 1.13様相 4 1.57生命 4 1.21家族
5 1.17空間 5 1.14力 5 1.33生活
6 1.19量 6 1.15作用
7 1.21家族 7 1.16時間
8 1.22仲間 8 1.17空間
9 1.23人物 9 1.18形
10 1.24成員 10 1.19量
11 1.25公私 11 1.20人間
12 1.26社会 12 1.21家族
13 1.27機関 13 1.22仲間
14 1.30心 14 1.24成員
15 1.31言語 15 1.26社会
16 1.32芸術 16 1.27機関
17 1.33生活 17 1.30心
18 1.36待遇 18 1.31言語
19 1.38事業 19 1.32芸術
20 1.40物品 20 1.33生活
21 1.42衣料 21 1.40物品
22 1.43食料 22 1.41資材
23 1.44住居 23 1.42衣料
24 1.45道具 24 1.42衣料
25 1.46機械 25 1.44住居
26 1.50自然 26 1.46機械










1 名詞＋名詞＋의＋名詞＋의＋名詞 1 5.88%
2 名詞＋의＋名詞＋名詞＋名詞 2 11.76%
3 名詞＋名詞＋의＋名詞＋名詞 1 5.88%













 「の」が 3 回現れる形式の 4 つの名詞が対応し、翻訳された形式の名詞類を見てもこれ
と言った特徴は見いだせない。 
 
<表 84>Ｎ1が「人名詞」の場合、「の」が 4 回現れる形式の翻訳形式 
 
 
<表 84>のようにＮ1が人名詞の場合、「Ｎ1のＮ2のＮ3のＮ4」の 5 つの名詞が現れた用例






「の」4 回現れる形式の用例の連結した 5 つの名詞類を観察してもこれと言った特徴は
見られない。 
「の」が 3 回と 4 回現れる形式において名詞の連結には目立った特徴は見られなかった。
だが、「の」の数が多くなるにつれて翻訳において連結される名詞が全て現れる可能性は低
くなると見られる。 
 以上はＮ1を人名詞に固定し、「の」と「의」が 2 回以上現れる形式を考察した。まず、
「の」と「의」が 2 回現れる形式に現れた 3 つの名詞のＮ2とＮ3の組み合わせを分析した。
『分類語彙表』による分類
ぼくのなかの時間の残津 nae anui siganui janjae 1.20人間＋1.17空間＋1.16時間＋1.40物品





















日韓各々でＮ2 とＮ3 を比べたところ、日本語も韓国語もＮ2 とＮ3 が独自に現れる名詞類が
観察できた。従って、日韓の 3 つの名詞の組み合わせには差異があると思われる。そして、
「の」と「의」の翻訳においては 2 回現れる形式の場合、3 つの名詞が現れて対応し、翻
訳された用例を日韓で比較した結果、Ｎ2 に「1.56 身体」が位置するとお互い翻訳される









式)の全てのデータの量は「Ｎ1のＮ2のＮ3」が 726 例、「Ｎ1의Ｎ2의Ｎ3」が 33 例であった。
その中からＮ1が「場所名詞」である用例数は「Ｎ1のＮ2のＮ3」が 99 例、「Ｎ1의Ｎ2의Ｎ3」
が 2 例である。従って、全てのデータ数に対し、「Ｎ1のＮ2のＮ3」が 13.63％、「Ｎ1의Ｎ2의
Ｎ3」が 6.06％の出現率となる。また、「Ｎ1のＮ2のＮ3のＮ4」(「の」3 回現れる形式)の

















<表 86>「の」と「의」が 2 回現れる形式においての「Ｎ1＋Ｎ2＋Ｎ3」の組み合わせ(Ｎ1
は「場所名詞」) 
 
Ｎ1 Ｎ2 Ｎ3 回数 Ｎ1 Ｎ2 Ｎ3 回数
1 1.13様相 1 1.30心 1 1 1.19量 1 1.17空間 1
2 1.19量 1 2 1.24成員 2 1.32芸術 1















































1.35交わり 50 1.43食料 1
1.41資材 51 1.17空間 2






















































 日本語のＮ2とＮ3を比較するとＮ2に現れている「1.22 仲間」「1.23 人物」「1.46 機械」





































はＮ3には現れていない。そして、Ｎ3に現れている「1.10 事柄」「1.11 類」「1.36 待遇」「1.45
道具」「1.50 自然」「1.55 動物」はＮ2には現れていない。韓国語のＮ2とＮ3を比較すると
Ｎ2に現れている「1.19 量」「1.24 成員」はＮ3には現れていない。また、Ｎ3に現れている
「1.17 空間」「1.32 芸術」はＮ2には現れていない。 
 日韓で比較するとＮ2に現れた名詞類では共通する項目は見られなかった。Ｎ3でも共通
する項目は見られなかった。 






「의」が 2 回現れる形式においての翻訳形式を<表 89>にまとめた。 
 
<表 89>Ｎ1が「場所名詞」の場合、「の」と「의」が 2 回現れる形式の翻訳形式 
 
 













1 名詞＋의＋名詞＋의＋名詞 0 0% 名詞＋の＋名詞＋の＋名詞 1 50.00%
2 名詞＋의＋名詞＋名詞 26 26.26%
3 名詞＋名詞＋의＋名詞 15 15.15%
4 名詞＋名詞＋名詞 28 28.28%
5 その他 30 30.30% その他 1 50.00%

















家の蛍光灯の下 jibui hyeonggwangdeung alae 1.25公私＋1.46機械＋1.17空間 jigusangui daebubunui 地球上のほとんどの地域 1.52天地＋1.19量＋1.17空間
家庭の晩飯の席 gajeongui jeonyeog sigsa jali 1.25公私＋1.43食料＋1.17空間
博多の両親の家 hakataui bumonim mit 1.25公私＋1.21家族＋1.25公私
博多湾の埠頭の一角 hakata manui budu han gwitungi 1.25公私＋1.26社会＋1.17空間
実家の豆腐屋の仕事 bongaui dubu gage il 1.25公私＋1.26社会＋1.33生活
秋田市内のショッピング・センターの屋上 akita sinaeui han syopingsenteo ogsang 1.25公私＋1.26社会＋1.17空間
城山の木々のあいだ siloyamaui namudeul sai 1.25公私＋1.54植物＋1.17空間
自由が丘のワン・ベッドルームのマンション jiyugaokaui wonlum apateu 1.25公私＋1.44住居＋1.44住居
南青山のビルの地下 minamiaoyamaui bilding jiha 1.25公私＋1.44住居＋1.52天地
九州の山中の温泉 gyusyuui sansog oncheon 1.25公私＋1.52天地＋1.52天地
藤川薬局のご主人の奥さん hujikawa yaggugui yagsa ajeossi buin 1.26社会＋1.22仲間＋1.21家族
道ばたの夏草の中 gilgaui yeoleumpul sog 1.47土地利用＋1.54植物＋1.17空間
高台の海岸線の近く dakadaiui haeanseon geuncheo 1.52天地＋1.17空間＋1.17空間
『分類語彙表』による分類
博多の産婦人科病院の長男 hakata sanbuingwa byeongwonui jangnam 1.25公私＋1.26社会＋1.21家族
取り引き先の人たちの笑顔 geolaecheo salamdeului usneun eolgul 1.26社会＋1.20人間＋1.30心
コンビニの店内の空気 pyeonuijeom anui gonggi 1.26社会＋1.17空間＋1.50自然
店の入り囗の引き戸 gage ibguui midadimun 1.26社会＋1.18形＋1.44住居
企業の規格競争の餌食 gieob gan gyugyeog gyeongjaengui meogi 1.26社会＋1.35交わり＋1.43食料
小屋の入口の引き戸 odumag ibguui yeodadimun 1.26社会＋1.18形＋1.44住居
アパートの向かいの果物屋 yeonlibjutaeg majeunpyeonui gwailgage 1.44住居＋1.17空間＋1.26社会
パルコ二―の下の地面 balkoni alaeui jimyeon 1.44住居＋1.17空間＋1.52天地
マンションの管理人の情報 apateu gwanliinui jeongbo 1.44住居＋1.24成員＋1.31言語
広場のそばの北門 gwangjang yeopui bugmun 1.47土地利用＋1.17空間＋1.44住居
校庭の隅の登り棒 gyojeong guseogui bong 1.47土地利用＋1.17空間＋1.41資材
自宅の応接室のピアノ jib eungjeobsilui piano 1.44住居＋1.44住居＋1.45道具
『分類語彙表』による分類
マクドナルドの床の上 maegdoneoldeu badag wi 1.25公私＋1.17空間＋1.17空間
弘前城の跡地の公園 hilosaki seongteo gongwon 1.25公私＋1.52天地＋1.26社会
通りの向こうの家 geoli majeunpyeon jib 1.25公私＋1.17空間＋1.25公私
田舎の食堂の親父 sigol sigdang juin 1.25公私＋1.26社会＋1.21家族
仕事場の同僚の話 jigjang donglyo iyagi 1.26社会＋1.22仲間＋1.31言語
事務所の奥の机 samusil anjjog chaegsang 1.26社会＋1.17空間＋1.44住居
幼稚園の鉄柵の向こう yuchiwon ultali neomeo 1.26社会＋1.47土地利用＋1.17空間
店の前の通り gage ap geoli 1.26社会＋1.17空間＋1.25公私
高校の修学旅行の際 godeunghaggyo suhagyeohaeng ttae 1.26社会＋1.33生活＋1.16時間
部屋の奥のカーテン bang anjjog keoteun 1.44住居＋1.17空間＋1.44住居
洗面所の鏡の前 yogsil geoul ap 1.44住居＋1.46機械＋1.17空間
台所のビニールタイルの上 bueok binil jangpan wi 1.44住居＋1.41資材＋1.17空間




1 1.16時間 1 1.16時間 1 1.19量 1 1.17空間
2 1.17空間 2 1.17空間
3 1.18形 3 1.18形
4 1.19量 4 1.19量
5 1.20人間 5 1.20人間
6 1.21家族 6 1.21家族
7 1.22仲間 7 1.24成員
8 1.24成員 8 1.25公私
9 1.25公私 9 1.26社会
10 1.26社会 10 1.30心
11 1.30心 11 1.31言語









Ｎ1が場所名詞のとき、日本語の場合、Ｎ2は 21 項目、Ｎ3は 20 項目の名詞類が見られた。
韓国語の場合、Ｎ2は 1 項目、Ｎ3は 1 項目の名詞類が見られた。国立国語研究所(2004)『分
類語彙表』の「1 体の類」は 43 項目の名詞類に分類されていて、「の」と「의」が 2 回現
れる形式の 3 つの名詞の組み合わせに全ての項目が現れてもおかしくないと思えるが、 
<表 91>の結果によると現れる名詞類は限定されると思われる。 
次に「の」が 3 回現れる形式、即ち、4 つの名詞が連結したものの翻訳形式を見ると、
以下の<表 92>のようになる。 
 











「の」が 3 回現れる形式の 4 つの名詞が対応し翻訳された形式において「名詞＋名詞＋
의＋名詞＋名詞」翻訳形式ではＮ2が「1.17 空間」であった。これ以外はこれと言った特
13 1.33生活 13 1.35交わり
14 1.35交わり 14 1.41資材
15 1.41資材 15 1.43食料
16 1.43食料 16 1.44住居
17 1.44住居 17 1.45道具
18 1.46機械 18 1.47土地利用
19 1.47土地利用 19 1.50自然
20 1.52天地 20 1.52天地
21 1.54植物
翻訳形式
1 名詞＋名詞＋의＋名詞＋名詞 2 28.57%
2 名詞＋의＋名詞＋名詞＋名詞 1 14.29%









厨房の手前の冷蔵庫の上 jubang balo apui naengjanggo wi 1.44住居＋1.17空間＋1.46機械＋1.17空間
『分類語彙表』による分類
最勝院の五重塔の下のベンチ









のＮ3のＮ4のＮ5」の 5 つの名詞が現れた用例は見られなかった。 
以上はＮ1を場所名詞に固定し、「の」と「의」が 2 回以上現れる形式を考察した。まず、

















3」が 64 例である。従って、全てのデータ数に対し、「Ｎ1のＮ2のＮ3」が 8.82%の出現率と














<表 94>「の」が 2 回現れる形式においての「Ｎ1＋Ｎ2＋Ｎ3」の組み合わせ(Ｎ1は「物名詞」) 
 
 








いない。そして、Ｎ3に現れている「1.11 類」「1.15 作用」「1.21 家族」「1.23 人物」「1.30




















3 1.19量 16 1.44住居 2
4 1.20人間 17 1.44住居 1
5 1.31言語 18 1.45道具 1
6 1.41資材 19 1.45道具 1
20 1.45道具 2
21 1.46機械 2
8 1.43食料 22 1.46機械 1







12 1.50自然 30 1.56身体 1



















が 2 回現れる形式においての翻訳形式を<表 96>にまとめた。 
 
<表 96>Ｎ1が「物名詞」の場合、「の」が 2 回現れる形式の翻訳形式 
 
 














1 名詞＋의＋名詞＋의＋名詞 0 0%
2 名詞＋의＋名詞＋名詞 6 9.38%
3 名詞＋名詞＋의＋名詞 15 23.44%
4 名詞＋名詞＋名詞 16 25.00%





コルク栓の頭の部分 koleukeu magaeui meoli bubun 1.45道具＋1.17空間＋1.17空間
スーツの尻のあたり yangbogui eongdeongi bugeun 1.42衣料＋1.56身体＋1.17空間
愛車の助手席の扉 aecha jaegyueoui josuseog mun 1.46機械＋1.17空間＋1.44住居
『分類語彙表』による分類
小瓶の中の青酸カリ byeong anui cheongsangali 1.45道具＋1.17空間＋1.51物質
ボトルの中のワイン byeong anui wain 1.45道具＋1.17空間＋1.43食料
受話器の向こうの父 suhwagi jeopyeonui abeoji 1.46機械＋1.17空間＋1.21家族
冷蔵庫の中のツマミ naengjanggo anui anjugeoli 1.46機械＋1.17空間＋1.43食料
眼鏡の奥の陣 angyeong alaeui nundongja 1.46機械＋1.17空間＋1.56身体
テーブルの上のティーカップ teibeul wiui chasjan 1.45道具＋1.17空間＋1.45道具
『分類語彙表』による分類





ボトルの口の部分 byeong judungi bubun 1.45道具＋1.45道具＋1.17空間
人形のカタチの瓶 inhyeong moyang byeong 1.45道具＋1.18形＋1.45道具
眼鏡の奥の目 angyeong neomeo nun 1.46機械＋1.17空間＋1.56身体









Ｎ1が物名詞において日本語の場合、Ｎ2は 7 項目、Ｎ3は 16 項目の名詞類が見られた。
国立国語研究所(2004)『分類語彙表』の「1 体の類」は 43 項目の名詞類に分類されていて、
「の」が 2 回現れる形式の 3 つの名詞の組み合わせに全ての項目が現れてもおかしくない
と思えるが、<表 98>の結果によると現れる名詞類は限定されると思われる。 
次は「の」が 3 回現れる形式の翻訳形式を見ると、以下の<表 99>のようになる。 
 










「の」が 3 回現れる形式の 4 つの名詞が対応し翻訳された形式においてこれと言った特
1 1.17空間 1 1.11類
2 1.18形 2 1.17空間
3 1.19量 3 1.21家族
4 1.42衣料 4 1.23人物
5 1.45道具 5 1.31言語
6 1.46機械 6 1.40物品













1 名詞＋名詞＋의＋名詞＋名詞 1 33.33%











のＮ3のＮ4のＮ5」の 5 つの名詞が現れた用例は見られなかった。 
以上はＮ1を「物名詞」に固定し、「の」が 2 回以上現れる形式を考察した。このＮ1が「物
名詞」の場合、「의」の用例は見られなかったので日本語と韓国語の比較はできなかった。

















らに、「の」と「의」が 2 回、3 回、4 回現れる形式がどのように翻訳されているかを見た。
「の」と「의」が現れる数が多くなるにつれ、対応し翻訳される可能性は低くなる傾向が
見られた。即ち、「の」と「의」が 2 回、3 回、4 回現れる形式は数が増えるほど翻訳され
にくいと思われる。 
また、Ｎ1を「人名詞」、「場所名詞」、「物名詞」に固定し、再分類を行い考察した。 






















次に、Ｎ1が「物名詞」の場合、「의」が 2 回以上現れる形式は本研究のデータからは 1
例も見つからなかった。従って、Ｎ1が「物名詞」の場合、「の」が 2 回以上現れる形式の
み分析した。まず、日本語のＮ2とＮ3に現れる名詞類を比較した結果、「の」が 2 回現れる










以上、全体の「の」と「의」が 2 回以上現れる形式を日韓で対照した。日韓其々8 冊ず
つ、文学作品の資料から得たデータであるが、日本語の「の」が 2 回以上現れる形式と韓
国語の「의」が 2 回以上現れる形式はかなり異なっていた。 
 「の」と「의」が 2 回以上現れる形式は日本語と韓国語の各々が独自の名詞の組み合わ
せを持っていることが分かった。従って、対応し翻訳されることが難しいと推察される。



























 第 1 章では、このような研究の背景および目的と方法について述べた。 


























































































のは、「1.17 空間」「1.23 人物」「1.24 成員」「1.27 機関」である。日本語で「人名詞」
と結びつき易いと考えられるものは、「1.11 類」「1.17 空間」「1.27 機関」「1.24 成員」
「1.44 住居」「1.45 道具」「1.46 機械」である。日本語で「人名詞」と結びつき難いと
考えられるものは、「1.10 事柄」「1.15 作用」「1.18 形」「1.35 交わり」「1.54 植物」であ
る。 
Ｎ1が「場所名詞」のときのＮ1とＮ2の難易度は、韓国語で「場所名詞」と結びつき易い
と考えられるものは、「1.13 様相」「1.15 作用」「1.19 量」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.52
天地」「1.54 植物」である。韓国語で「場所名詞」と結びつき難いと考えられるものは、
「1.12 存在」「1.13 様相」「1.26 社会」「1.32 芸術」「1.35 交わり」「1.38 事業」「1.40
物品」「1.43 食料」「1.54 植物」である。日本語で「場所名詞」と結びつき易いと考えら
れるものは、「1.13 様相」「1.17 空間」「1.18 形」「1.26 社会」「1.32 芸術」「1.54 植
物」である。日本語で「場所名詞」と結びつき難いと考えられるものは、「1.15 作用」「1.16
時間」「1.22 仲間」「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.50 自然」「1.51 物質」「1.52
天地」「1.53 生物」である。 
Ｎ1が「物名詞」のときのＮ1とＮ2の難易度は、韓国語で「物名詞」と結びつき易いと考
えられるものは、「1.11 類」「1.14 力」「1.18 形」「1.40 物品」である。韓国語で「物名詞」
と結びつき難いと考えられるものは、「1.20 人間」「1.21 家族」「1.22 仲間」「1.23 人物」
「1.30 心」「1.32 芸術」「1.33 生活」「1.51 物質」「1.52 天地」「1.54 植物」「1.56 身体」
である。日本語で「物名詞」と結びつき易いと考えられるものは、「1.17 空間」である。
日本語で「物名詞」と結びつき難いと考えられるものは、「1.10 事柄」「1.11 類」「1.12 存





第 6 章では、Ｎ1 とＮ2 の意味関係に直接起因して「Ｎ1 のＮ2」と「Ｎ1의Ｎ2」が対応せ
ず翻訳された用例と対応し翻訳された用例を比較し、その特徴をまとめた。「Ｎ1의Ｎ2」の













第 7 章では、本研究のデータから、まず、日本語の「の」が 2 回現れる形式は 726 例、
「の」が 3 回現れる形式は 48 例、「の」が 4 回現れる形式は 3 例見つかった。次に韓国語
の「의」が 2 回現れる形式は 33 例、見つかった。「의」が 3 回と 4 回現れる形式は見られ
なかった。このように本研究のデータからは「の」に比べて「의」は 2 回以上現れにくい
ことが分かった。日韓其々8 冊ずつの文学作品の資料から得たデータであるが、日本語の
「の」が 2 回以上現れる形式と韓国語の「의」が 2 回以上現れる形式は現れる数が異なっ

















較したところ、韓国語のＮ2 とＮ3 は日本語のＮ2 とＮ3 にほとんど含まれることが確認でき





のデータからは 1 例も見つからなかった。従って、Ｎ1が「物名詞」の場合、「の」が 2 回
以上現れる形式構造のみ分析した。日本語のＮ2とＮ3に現れる名詞類を比較した結果、「の」
が 2 回現れる形式による名詞の連結には重なるものがなかった。また、Ｎ1 が「人名詞」、
「場所名詞」、「物名詞」の場合、Ｎ2 とＮ3 が翻訳された名詞類は日韓共に限定されること
が分かった。「の」が 3、4 回現れ連結された名詞についてはこれといった特徴は見られな

















































































収集した。その中で、「의」が 2 回以上現れる形式は「の」が 2 回以上現れる形式に比べる
とかなり用例の数が少なかった。今後、「의」が 2 回以上現れる形式のデータを加算して「の」
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가게가 문을 닫는다는 소문은 젊은이







저는 집사 일은 어떨지 몰라도 추리
















유치원 마중을 어머니가 아닌 낯선 






마음만 있으면 자전거 자물쇠쯤 우산 
손잡이로도 쉽게 딸 수 있으니까
リトルバイリ
トル
195 布団と畳の匂い。 195 이불과 다다미 냄새. 津軽食堂
123 野村の姿が目に飛び込んだ。 144 노무라의 모습이 한눈에 잡힌다. 空中ブランコ













북유럽의 밤이 보여 주는 특유의 빛








호주에 가까운 일본의 도시에서 일본














슈는 집 앞에서 한 손에 드라이버를 























당시 성적으론 삼류 대학이 고작이었






















아주 넓은 정원이 있고 구석에는 사















오른쪽에서 왼쪽으로 흘러가는 수많
은 유리창들.
津軽食堂































이 집을 사기로 결정했을 때，나는
















아까 누나가 했던 말과 똑같은 대사를 



































젊은 여성이 자취하는 집은 대개 이









주변 사람들은 과묵하고 뭔가 특이한 













아니，난 시내에 있는 출판사에 다니
는데, 이 근처에 작가 한 사람이 살







전화를 건 사람은 야나기 씨의 붓글




































마나는 말없이 나갔고，몇 초 후에 






그렇게 해 볼게라고 말하고 나는 돌



















슈키치의 차디찬 눈이 켄보를 견딜 












쓰쿠루는 옷을 입고 호텔 뷔페 식당







그녀는 잠시 불룩해진 주머니를 보다






버스를 타고 한자리에 나란히 앉아보







자전거 뒤에 올라타 충족된 기분으로 
졸음과 싸우면서 가는데, 야나기 씨







나는 아무 말 없이 어깨를 주무르며 





































갓난아기인 에리코랑 네 살짜리 유야









책임자인 남자가 만약에 크게 다치기
라도 했으면 치료비를 물어 줬어야 








마치 장인처럼 눈빛이 진지했고 몸짓 
하나하나가 예리하여，아들인 나마저 



























나는 그들이 연습하는 동안, 음악 라
이터로서의 실력을 연마한다……는 







그 순간. 레이코의 시선은 범인의 모










쓰쿠루는 상사의 집들이 파티에 갔다









사라의 외모가 마음에 들었던 것처럼 









얼마 전 딸 생일날에 레스토랑에서 
서비스로 찍어주었다는 사진까지 보
여주었다.
空中庭園








군인이 거수경례하듯 오른손을 이마















슈키치가 아이스픽을 잡아 빼더니 가















가로로 가느다란 금속테 안경은 아래












어디에나 있는，아니 어딘가에 꼭 있

















나는 조금 미지근해진 맥주를 들이켜
고 점원에게 한잔 더 주문했다.
津軽食堂
215 子供なので、保護者のつもりでいた。 248









착오는 아니었다. 리타의 팔 안에선 
흡사 갓난아기나 다름 없는 카즈야. 








향기가 풍겨나는 찰랑찰랑한 미리가 
남자 놈들의 쓸 데없는 감정을 불러









배가 고프면 가까운 슈퍼마켓에서 사







우라시마 타로우와 같은 기분이 되어 
주변으로 눈길을 돌리니 교정에는 벚








비록 낡았지만 뽀송뽀송하게 말린 이
불을 깐 좁은 이층 침대가 햇볕 좋은 
곳의 새 둥지 같았는데, 그녀의 출현
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15
어디서나 주위의 시선을 끌 만큼 







어머니의 명예를 지키겠다고 한바
탕 전투까지 치르고 돌아온 아들을 







영선의 어머니가 분홍색 한복 차림으






따라서 아랑의 이야기도 이야기꾼
들이 속한 계급과 계층에 따라 범









졸업 후에도 그의 조언과 도움으로











간밤 흩뿌린 빗방울에 더럽혀진 등
탑의 유리창을 닦고 있던 재우는 





















그리고 살아 있는 동안의 인생은 







아랑의 시체를 찾아내어 후히 장사























없는 고리타분한 성격 탓에 동료들 









나는 밥을 다 먹고 나서 아저씨들







하지만 그런 부류의 사람들이 있
어.
91 だけど、そんな人間もいるんだ。 국화꽃 향기
187
나는 갈수록 산동네 아이들의 놀이
에 시들해졌는데, 그건 아마 우림






영선의 친정 오빠는 그들이 당도하기 








아랑이 실종되자마자 그의 아비가 








만원 전철에서 손잡이에 기대 피곤한
듯 눈을 감고 서 있던 아버지의 모습





















저 아득하게 먼 앞쪽에 도시의 하늘처
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172
그래야 내가 안심하고 너와 태아의 






그러는 동안 어머니의 왼쪽 눈동자
는 이미 하얗게 바래어져 있었고, 








너무 떫은 감을 먹으면 그것은 아픔
의 맛으로 느껴지듯이 혜완의 몸에서 









한 잔의 술이 더 그의 입으로 들어
갔다.
193 もう一杯酒を流し込んだ。 아랑은 왜
160
아내는 기꺼이 자신의 몸을 던져 아버






그러나 머뭇거리는 그의 태도로 보아







사람들을 피해 들어온 외딴섬의 고








내가 굽어보며 물으니 칠성이는 마








정란은 고교 때부터 단짝 친구인 
미주의 권유에 의해 CDS에 가입하
긴 했지만 영화 활동은 정무하고 









 풍뎅이영감은 어른이나 아이나 할 
것 없이 산동네 주민에겐 공동의 
적인 셈이고, 특히 아이들은 풍뎅










여선생과 혜완과…… 맞선과 오래 전








조선조의 가장 유명한 도둑, 임꺽





























찌우 형부의 친구는 고향이 따렌이
었는데 연길의 싸우나에서 지배 인















점심시간에 교실 뒤편에서 아이들







59  혜완의 어깨가 잠시 움찔했다. 62 へワンはピクリと肩をすくめた。 무소의 뿔
46
그러나 지금의 우리는 아랑 이야기
에 너무도 익숙한 사람들에게 이 









차분한 윤 박사의 태도로 보아 급한 
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 더구나 프랑스로 떠난 후 유야무
야 자신의 학업을 잠시 중단하고 
그곳에서 한국 사람들의 아이를 보
아주는 일을 하고 있다는 우울한 
편지를 받았을 때는 영선이 더 이












신관들이 묵는 객사와 유기된 사체
의 거리를 가깝게 잡다보니 고목의 










그러나 그런 아빠의 소식을 듣기도 












즉 천지의 음양을 맞추어 입겠다는 
뜻이지.
189 天地陰陽に合わせて着るってことよ 국화꽃 향기
184
검은제비의 은퇴에 가장 큰 관심을 







그런 경혜는 자신이 이제껏 맺어 















그것은 그에게 죽음의 선고였고 하







개의 평균 수명에 견준다면 이미





277 생명의 물은 어디 있죠? 240 生命水は、どこなんですか 바리데기
29
뜻밖의 말에 미주는 잠시 어리둥절








적당히 반박하고 대체로 따라주는 







갑지기 들이닥친 혜완에게 여전히 그 
미소를 띠며 어서 와, 라고 그 특유의 









절색의 여인, 두 명의 수령. 한 명
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그리하여 그 시절 사람들이 에밀레
종 소리를 예술지상주의자 아비에 
의해 살해된 어린아이의 울음으로 
받아들이고, 밀양의 북소리를 억울
하게 죽은 한 처녀의 애원으로 들












영주는 밥 두 그릇을 깨끗하게 비














그런 상념에 빠져 있는 엄마의 눈가에 






겨우 방문 앞까지 기어온 엄마가 아버









재우는 그 옛날 교회 중등부에서
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